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平成19年度  事業報告 

 

 

＜所信＞  

 

 日ごとに“スポーツの祭典”オリンピックムードが高まってまいりました。いよいよあと２ヶ月余りで北京オリン

ピックを迎えますが、世界の多くの人達から歓迎されるべき聖火リレーが、各地で混乱を来たしたのは誠に

残念でなりません。政治がオリンピックを動かすのではなく、願わくはオリンピックが世界平和のために、政

治を動かすようであって欲しいと思います。 

 さて、平成 19(2007)年度における当連盟の事業推進を顧みますと、その経緯は都度評議員会において

報告してまいりましたが、各加盟団体はじめ関係各位の絶大なご支援ご協力によりまして、滞りなく終結す

ることができました。 

 特に競技力向上事業は、各国際大会で努力の成果を示しながらオリンピックの前年として前進してまい

りました。なかでも千葉で開催した「世界競泳 2007」は、“競泳ニッポン”にとって大きな自信となったばかり

でなく、大会を成功裡に納めた実績は、大会の運営力とともに日本水泳界の歴史を飾る大きな収穫であり

ました。 

 また競技運営事業につきましても、主要競技会は各主管団体の格別なご尽力により、それぞれ盛会に

終了することができました。 

 その他の事業につきましても、諸々の課題を残しながらも関係者のご理解ご協力により、年度計画の目

標をほぼ達成することができました。 

 ここに、改めてご尽力いただいた多くの皆様に心から感謝し、お礼を申し上げる次第であります。 

 平成 20(2008)年度は、北京オリンピックの年として“水泳ニッポン”の真価が問われる正念場であります。

「北京で最大の成果を挙げるために万全を尽すと共に、次のロンドンへの展望を開く」ことを方針に定めス

タートを切りました。すでに競泳の他、飛込およびシンクロの代表選手を選出し、現在更なるパワーアップ

の鍛錬と、肝心な北京で如何に力を出し切るかの課題克服に励んでいる所であります。 

 また本年は、特に 5 月に「FINA 男子水球ワールドリーグ 2008」アジア・オセアニア ラウンド（東京）の開

催・運営と、来年 1 月にグアムでの「ジュニアパンパシフィック大会」の主管をいたしますが、これら国際大

会には、万全の体制で臨む予定であります。さらに本年度の主要競技会スケジュールの山場もこれからで

あり、各大会の関係者には引続きよろしくご支援ご協力の程お願い申し上げます。 

 その他事業全般において、難題を多く抱えておりますが、総力を結集し鋭意努力してまいります。その経

緯と詳細につきましては、下期に予定しております地域会議等で説明できるように考えております。 

 ここに加盟団体をはじめ関係各位の皆様には、一層のご理解とご支援ご協力をお願い致します。 

  

  平成 20 年 5 月 25 日            

  会長  林 利博 
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１．Ｊ Ｏ Ｃ 事 業 （寄附行為第4条－５） 

 

 

（１） 第２４回ユニバーシアード競技大会 

① 期間・場所  ８月 ８日～１８日  タイ・バンコク 

② 競技種目・日程 

(ア) 競泳  ８月１１日 ～ １７日 

(イ) 飛込  ８月１３日 ～ １８日 

(ウ) 水球  ８月１２日 ～ １７日 

 

③ 選手団編成 

選手 
  役員 

男子 女子 計 
合計 

競泳 １２ ２０ １６ ３６ ４８ 

飛込 ２ １ ３ ４ ６ 

水球 ３ １３ － １３ １６ 

合計 １７ ３４ １９ ５３ ７０ 

 

本部 監督 山重 美登士    

 ドクター 渡部 厚一    

【競泳】      

役員 ヘッドコーチ 金子 洋明    

 コーチ 田中 孝夫 高橋 繁浩 高橋 雄介 小島 竜司 

 〃 神田 忠彦 加藤 健志   

 トレーナー 八木 茂典 地神 裕史 伴田 吉彦  

選手 男 子 岸田 真幸 山元 啓照 松野 圭介 奥村 幸大 

  物延 靖記 山田 裕一 土岐 健一 古賀 淳也 

  宮下 純一 山口 雅文 中野  高 崎本 浩成 

  末永 雄太 川越 大樹 北本 拓也 富山 貴士 

  高本 翔太 坂田 龍亮 高桑  健 奥出 泰史 

 女 子 岩崎  優 浦部 紀衣 福地 尚美 高鍋 絵美 

  米永 智香 寺川  綾 田部井恵理 五十嵐貴美 

  三輪 芳美 田村菜々香 北川 麻美 金藤 理絵 

  加藤 ゆか 押味 正恵 飯窪 麻未 藤野 舞子 

【飛込】        

役員 コーチ 松本 行夫 内藤 英樹   

選手 男子 岡本 優    

 女子 中川 真依 渋沢小哉芳 山下 美沙子  

【水球】        

役員 ヘッドコーチ 原   朗    

 コーチ 当麻 成人 神田 久輝   

選手 男 子 大島   仁  木村 俊介 原口 泰博 伊禮  寛 

  染谷  将利 柳瀬 浩喜 柚木  斉 中村 友哉 

  志賀  諭 松本   宗 西栫 尚史 柳瀬 彰良 

  若松 弘樹    
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男　子 種目1 予選 決勝 順位 備考 種目2 予選 決勝 順位 備考

1 岸田　真幸 50m自由形 22.86 22.95 7位

2 古賀　淳也 50m自由形 23.34 22位 50m背泳ぎ 25.54 0:25.43 2位

3 奥村　幸大 100m自由形 0:50.36 0:50.44 12位 200m自由形 1:50.08 1:50.07 9位

4 山元　啓照 100m自由形 0:50.76 22位

5 物部　靖記 200m自由形 1:52.05 20位 400m自由形 03:51.80 03:56.38 8位 予選ベスト

6 山田　裕一 400m自由形 03:54.70 03:54.49 11位 800m自由形 8:12.79 15位

7 土岐　健一 800m自由形 8:11.64 13位 1500m自由形 15:37.62 11位

8 宮下　純一 50m背泳ぎ 25.59 0:25.57 4位 ベスト 100m背泳ぎ 0:55.08 0:54.94 5位

9 山口　雅文 100m背泳ぎ 0:54.99 00:54.87 4位 200m背泳ぎ 2:00.09 2:01.32 8位

10 中野　高 200m背泳ぎ 1:58.93 1:58.14 2位

11 崎本　浩成 50m平泳ぎ 28.52 28.42 10位 100m平泳ぎ 1:02.04 1:01.66 5位 ベスト

12 川越　大樹 50m平泳ぎ 29.60 29位 200m平泳ぎ 2:15.27 2:17.10 14位

13 末永　雄太 100m平泳ぎ 1:02.26 1:01.94 8位 200m平泳ぎ 2:14.20 2:13.63 5位

14 北本　拓也 50mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 0:24.23 0:24.12 6位

15 坂田　龍亮 200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:57.12 1:55.92 優勝
ベスト

大会新記録

16 富山　貴士 50mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 0:24.71 0:24.38 12位 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 0:53.37 0:52.97 2位 ベスト

17 高本　翔太 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 0:53.93 0:54.09 16位 200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:59.18 1:59.82 8位

18 高桑　　健 200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 02:01.58 02:00.09 2位

19 奥出　泰史 200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 02:03.88 18位 400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 04:23.75 04:27.63 8位

20 松野　圭介 400mリレー 800m自由形

日本 400mﾘﾚｰ 3:21.92 9位

日本 800mﾘﾚｰ 7:20.70 7:22.49 7位

日本 400mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 3:40.03 3:38.77 4位

女　子 種目1 予選 決勝 順位 備考 種目2 予選 決勝 順位 備考

1 岩崎　優 50m自由形 0:26.34 17位 100m自由形 56.98 18位

2 福地　尚美 50m自由形 0:26.65 26位 100m自由形

3 浦部　紀衣 100m自由形 0:56.87 0:56.77 14位 200m自由形 2:02.79 2:03.07 12位

4 高鍋　絵美 200m自由形 2:01.72 2:03.38 14位 400m自由形

5 米永　智香 400m自由形 04:17.26 04:17.18 10位 800m自由形 8:42.97 7位

1500m自由形 16:27.85 2位 ベスト

6 寺川　綾 50m背泳ぎ 28.92 28.61 優勝 大会新記録 100m背泳ぎ 1:02.25 1:01.50 優勝

200m背泳ぎ 2:14.63 2:13.22 6位

7 田部井　恵理 50m背泳ぎ 29.50 29.28 6位 100m背泳ぎ 棄権

8 五十嵐　貴美 200m背泳ぎ 2:12.33 2:12.04 3位

9 三輪　芳美 50m平泳ぎ 32.70 33.29 16位

10 田村　菜々香 50m平泳ぎ 31.94 31.78 3位 ベスト 100m平泳ぎ 1:09.14 1:08.33 優勝 ベスト

200m平泳ぎ 02:27.46 02:26.61 5位

11 金藤　理絵 200m平泳ぎ 02:25.79 02:25.63 2位 ベスト

12 北川　麻美 200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:16.63 2:15.26 7位 100m平泳ぎ 1:09.24 1:08.91 5位

13 加藤　ゆか 50mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 27.00 26.82 2位 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:00.15 0:59.60 9位

14 押味　正恵 50mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 27.38 26.82 2位 ベスト 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 0:59.80 1:00.11 8位

山元・奥村・松野・岸田

奥村・松野・山田・物延

山口・崎本・富山・奥村

【帯同審判員】       

 飛込 伊藤 正明 湯浅よしの   

 水球 牧田 和彦    

 

④ 成 績（月刊水泳9月号 vol.３７４） 

(ア) 競  泳 
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(イ) 飛込 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) 水球 

【予選リーグ】  日本 ５－７ セルビア  日本 ８̶９ イギリス 

日本 12̶５ 南アフリカ 

【決勝トーナメント】 日本 ７̶４ ロシア   日本 14̶７ オーストラリア 

日本 ６̶11 ハンガリー  日本 ６̶15 セルビア 

 

最終順位  １位 モンテネグロ  ２位 イタリア 

３位 ハンガリー  ４位 スペイン 

５位 セルビア  ６位 日 本 

7位 フランス  ８位 オーストラリア 

９位 トルコ  10位 カザフスタン 

11位 イギリス  12位 ロシア 

13位 中国  14位 南アフリカ 

15位 タイ 

 

 

 

 

２．特 別 事 業 （寄附行為第4条－５） 

 

（１）世界競泳２００７ 

① 期間・場所   ８月２１日 ～ ８月２４日   千葉県国際総合水泳場 

② 競技種目・日程 

(ア) 競 泳  ８月２１日 ～ ８月２４日 

 

③ 選手団編成 

選手 
  役員 

男子 女子 計 
合計 

競 泳 １９ ２７ ２３ ５０ ６９ 

 

 

役員 団長 佐野 和夫    

 監督 上野 広治    

■男子 ３m飛板飛込 岡本 優 ６位  

■女子 ３m飛板飛込 渋沢小哉芳 ６位  

 高飛込 中川 真依 ３位  

  渋沢小哉芳 １９位  

  山下 美沙子 ２０位  

 3m シンクロ飛板飛込 渋沢・山下 ４位  

 シンクロ高飛込 山下・中川 ３位  
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 ヘッドコーチ 鈴木 陽二    

 コーチ 田中 孝夫 平井 伯昌   

 ドクター 園田 昌毅    

 総務 村松さやか    

 トレーナー 小沢 邦彦 広橋 憲子 黄海 匡士 桑井 太陽 

 〃 栗田 英行 加藤 明生 浦辺 幸夫 半田 貴子 

 シャペロン 伊藤 美穂 中島 聖子   

 レース分析 若吉 浩二 岩原 文彦   

選手 男 子 伊藤  真 岸田 真幸 佐藤 久佳 細川 大輔 

  小島 貴光 奥村 幸大 物延 靖記 葛原 俊輔 

  松田 丈志 櫻井 裕司 土岐 健一 園中 良次 

  森田 智己 宮下 純一 入江 陵介 北島 康介 

  崎本 浩成 立石  諒 柴田 隆一 高安 亮 

  山本 貴司 高本 翔太 坂田 龍亮 高桑  健 

  森  隆弘 奥出 泰史 吉井  純  

 女 子 山田  香 岩崎  優 浦部 紀衣 三田 真希 

  上田 春佳 田井中千加 高鍋 絵美 柴田 亜衣 

  矢野 友理江 中村 礼子 伊藤 華英 寺川  綾 

  田村菜々香 種田  恵 北川 麻美 金藤 理絵 

  加藤 ゆか 土肥 亜也子 中西 悠子 秋山 夏希 

  赤木裕加子 藤野 舞子 中村 咲子  

 

 
④ 成 績 績（月刊水泳9月号 vol.３７４） 

１． 競  泳 

男子        

氏名 種目 予選 順位 決勝 順位 備考 

50m自由形 22.95 5位 22.90 7位   
伊藤真 

100m自由形 50.54 16位 50.74 13位   

50m自由形 23.46 12位   

100m自由形 51.52 32位   岸田真幸 

100mバタフライ 53.70 9位   

50m自由形 23.11 9位 22.94 8位 自己ベスト  

100m自由形 49.22 2位 49.81 5位    佐藤久佳 

200m自由形 1:49.74 5位 1:49.91 10位   

50m自由形 23.36 11位 23.20 11位    

100m自由形 49.93 10位 49.98 6位    細川大輔 

200m自由形 1:49.22 3位 1:49.33 5位    

50m自由形 23.66 20位   

100m自由形 51.09 24位   小島貴光 

200m自由形 1:51.37 17位   

100m自由形 50.71 21位   
奥村幸大 

200m自由形 1:49.74 5位 1:49.91 7位     

200m自由形 1:50.76 13位   
物延靖記 

400m自由形 3:52.03 10位 3:54.41 12位  
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100m自由形 51.36 30位   

200m自由形 1:51.30 16位   葛原俊輔 

400m自由形 3:58.45 18位   

100m自由形 51.70 34位   

200m自由形 1:51.16 15位   櫻井裕司 

400m自由形 3:54.66 16位 3:57.22 15位     

400m自由形 3:58.62 19位   
土岐健一 

1500m自由形 タイムレース 15:51.19 12位     

400m自由形 4:00.14 22位   
園中良次 

1500m自由形 タイムレース 15:33.00 10位     

400m自由形 3:51.29 7位 3:54.78 7位     

1500m自由形 タイムレース 15:12.06 7位     

100mバタフライ 54.21 14位   
松田丈志 

200mバタフライ 1:56.38 2位 1:57.03 7位     

100m背泳ぎ 54.51 5位 54.13 3位     
森田智己 

200m背泳ぎ 1:59.00 2位 1:58.32 2位 自己ベスト   

100m背泳ぎ 54.94 8位 55.15 6位     
宮下純一 

200m背泳ぎ 2:03.90 15位 2:02.24 10位     

100m背泳ぎ 54.97 9位 54.74 10位 自己ベスト 高校新 
入江陵介 

200m背泳ぎ 1:59.70 6位 1:57.30 1位 自己ベスト 高校新 

100m平泳ぎ 1:00.05 1位 59.74 1位     
北島康介 

200m平泳ぎ 2:11.38 1位 2:10.02 1位     

100m平泳ぎ 1:02.53 13位 1:02.24 13位     
崎本浩成 

200m平泳ぎ 2:19.18 19位    

100m平泳ぎ 1:02.21 10位 1:01.83 10位 自己ベスト   
立石諒 

200m平泳ぎ 2:14.44 9位 2:12.84 9位     

高安亮 100mバタフライ 52.77 2位 52.84 4位     

100mバタフライ 53.39 5位 53.57 10位     

200mバタフライ 1:55.66 1位 1:54.99 2位 自己ベスト   

200m自由形 1:52.86 26位   
柴田隆一 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:28.68 14位   

100mバタフライ 53.01 4位 52.50 1位     
山本貴司 

200mバタフライ 1:56.73 3位 1:57.02 9位     

100mバタフライ 54.43 18位   
高本翔太 

200mバタフライ 2:00.19 16位   

100mバタフライ 55.61 28位   
坂田龍亮 

200mバタフライ 1:57.88 8位   

100m自由形 51.28 29位   
高桑健 

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:01.92 4位 2:00.94 3位     

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:01.70 3位 2:01.95 6位     
森隆弘 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:19.18 4位 4:18.65 3位     

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:02.56 8位   
奥出泰史 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:27.47 13位 4:27.59 11位     

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:02.38 6位 2:02.49 9位     
吉井純 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:19.59 5位 4:20.83 6位     

森田智己 54.00 

北島康介 59.14 

高安 亮 52.27 
日 本 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 

 

  3:33.35 
1位 

日本新 

佐藤久佳 47.94 

宮下純一 54.58 
日 本B 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 

 
  3:37.05 - 

立石諒 01.24 
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山本貴司 52.18 
    

細川大輔 49.05 

細川大輔 50.05 
2位 
伊藤真 49.65 

小島貴光 50.01 
日 本 400m ﾘﾚｰ 

 

  3:18.38 

日本新 
佐藤久佳 48.67 

奥村幸大 50.42 
- 
櫻井裕司 50.46 

岸田真幸 50.53 
日 本B 400m ﾘﾚｰ 

 

  3:21.33 

 
葛原俊輔 49.92 

奥村幸大 1:48.93 
2位 
物延靖記 1:48.56 

葛原俊輔 1:49.21 
日 本 800m ﾘﾚｰ 

 

  7:14.98 

 
細川大輔 1:48.28 

松田丈志 1:48.86 
- 
櫻井裕司 1:49.57 

小島貴光 1:50.44 
日 本B 800m ﾘﾚｰ 

 

  7:17.70 

 
佐藤久佳 1:48.83 

 

 

 

女子             

氏名 種目 予選 順位 決勝 順位 備考 

50m自由形 26.14 8位 25.81 8位 自己ベスト   
山田香 

100m自由形 56.39 14位 56.83 14位     

50m自由形 26.36 11位 26.09 11位 自己ベストタイ   
岩崎優 

100m自由形 56.58 15位 56.99 15位     

100m自由形 57.02 24位   
浦部紀衣 

200m自由形 2:02.69 21位   

100m自由形 56.36 13位 56.54 12位     
三田真希 

200m自由形 2:00.89 6位 2:00.39 7位     

100m自由形 57.47 31位   
上田春佳 

200m自由形 2:02.47 19位   

100m自由形 57.30 28位   
高鍋絵美 

200m自由形 2:03.74 28位   

200m自由形 2:03.27 26位   
田井中千加 

400m自由形 4:16.16 18位 4:17.17 15位     

400m自由形 4:09.82 3位 4:07.68 4位     
柴田亜衣 

800m自由形 タイムレース 8:23.76 1位 自己ベスト   

800m自由形 タイムレース 8:27.62 2位 自己ベスト   
矢野友理江 

200mバタフライ DSQ    

100m背泳ぎ 1:00.34 1位 1:00.58 2位     
中村礼子 

200m背泳ぎ 2:12.19 4位 2:09.91 3位     

100m背泳ぎ 1:01.35 5位 1:00.97 4位     
伊藤華英 

200m背泳ぎ 2:12.68 6位 2:11.31 4位     

寺川綾 100m背泳ぎ 1:02.34 11位 1:01.99 11位     

100m平泳ぎ 1:07.95 4位 1:08.10 4位     
田村菜々香 

200m平泳ぎ 2:25.82 4位 2:25.05 3位     

1:10.01 12位         種田恵 
100m平泳ぎ 

1:10.14   金藤とスイムオフの結果予選落ち 
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 200m平泳ぎ 2:25.62 3位 2:25.45 4位     

1:10.01 12位 1:10.51 10位     
100m平泳ぎ 

1:09.63   種田とスイムオフの結果B決勝へ 金藤理絵 

200m平泳ぎ 2:27.59 5位 2:27.65 9位     

100m平泳ぎ 1:09.99 11位 1:09.54 8位     

200m平泳ぎ 2:29.41 8位   北川麻美 

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:16.58 9位 2:16.50 12位     

加藤ゆか 100mバタフライ 59.38 5位 58.80 6位     

土肥亜也子 100mバタフライ 1:00.15 17位 59.47 10位     

100mバタフライ 59.93 14位 59.94 15位     
中西悠子 

200mバタフライ 2:08.08 3位 2:07.65 5位     

100mバタフライ 1:00.22 18位   
秋山夏希 

200mバタフライ 2:08.36 4位 2:08.94 7位     

200m平泳ぎ 2:35.54 21位   

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:18.66 21位   赤木裕加子 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:50.68 13位 4:54.05 14位     

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:16.93 12位 2:16.04 10位     
藤野舞子 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:45.25 5位 4:43.93 6位     

200m自由形 2:03.20 25位   

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:16.55 8位 2:16.82 8位     中村咲子 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:47.58 8位 4:49.62 8位     

中村礼子 1:00.49 
3位 
田村菜々香 1:07.74 

加藤ゆか 57.75 
日 本 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ    4:01.94 

 
三田真希 55.96 

伊藤華英 1:01.30 
- 
北川麻美 1:08.81 

土肥亜也子 59.15 
日 本B 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ    4:05.01 

 
山田 香 55.75 

山田香 56.61 

岩崎優 55.88 

上田春佳 56.43 
日 本 400m ﾘﾚｰ    3:44.59 

5位 

 

浦部紀衣 55.67 

田井中千加 2:02.50 

浦部紀衣 2:01.60 

高鍋絵美 2:01.30 
日 本 800m ﾘﾚｰ    8:06.89 

5位 

 

上田春佳 2:01.49 
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３．競技力向上事業 （寄附行為第 4条－5） 

 

１．競泳                             競泳委員長  上野 広治 

 平成 19 年度事業は、4 月の日本選手権で代表が選ばれ、計画通り 8 月の『世界競泳 2007 インジャパ

ン』が千葉県習志野市（50 名参加）で開催された。北京を前年に日本の競技力の真価が問われる年であ

ったが、国内での国際大会で期待に応えてくれ中身のある年にできた。 

 国際競技会参加競技力強化は、ヨーロッパ・グランプリサーキット（6 月）、ジュニア・アメリカ遠征（6 月）、

ジュニア・オーストラリア遠征（２月）、ジュニア・ニュージーランド遠征（3 月）に派遣した。（本年度はＦＩＮＡ

ワールドカップ大会は中止） 

 強化合宿競技力強化は、オリンピックに向けた強化合宿を11月・12月・1月・2月と 4回、さらにオリンピ

ックにフリーリレーの派遣を実現させるため、12月に自由形強化合宿を実施した。また、中・高生を中心に

12月にオリンピック準強化合宿（中学生は三重・高校生は鈴鹿）、さらにブロック合宿（全国 10ブロック）を

実施し、競技力向上を目指した。 

 平成20年度事業は、すでにスタートし、先の日本選手権で北京オリンピック代表が31名選ばれスタート

を切った。7月ジュニア世界選手権（メキシコ）、8月のオリンピックと重要な大会が開催される。4年間の集

大成と 2012年ロンドン対策に向けて日本の総力を結集し取り組みたい。 

 

（１） 国際競技会 

① ヨーロッパサーキット遠征    ６月２日～１９日 

(ア) フランス・カネ  6 月９日・10 日 

(イ) スペイン・バルセロナ 6 月 13 日・14 日 

(ウ) モンテカルロ・モナコ 6 月 16 日・17 日 

ヘッドコーチ 鈴木 陽二 

女 子 植田 富裕美   *自費参加 男子 10 名・女子 5名 

 

成  績（月刊水泳 ７月号 Vol.372） 

カネ canet  

氏名 種目 予選 決勝 備考     

50FR :23.39 :23.27 B3     
伊藤 真 

100FR :50.80 :51.14 B3     

50FR :23.92         

100FR :50.97 :51.45 B6     佐藤 久佳 

200FR 01:52.6         

50FR :23.84         

100FR :50.97 :51.09 B2     細川 大輔 

200FR 01:50.4 01:50.3 6 位     

100FR :53.75         

200FR 01:53.2         櫻井 裕司 

400FR 03:57.1 03:57.9 8 位     

200FLY 02:00.9 01:57.6 2 位     

800FR タイム決勝 07:58.1 3 位     松田 丈志 

100FLY :54.54 :55.09 8 位     
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50BA     棄権     

100BA :56.41 :55.36 優勝     森田 智己 

200BA     棄権     

100BA :56.23 :55.95 5 位     
山口 雅文 

200BA 02:03.4 02:02.3 5 位     

100BA :56.90 :56.43 7 位     
中野 高 

200BA 02:03.0 02:01.8 4 位     

50BR :28.45 :28.27 2 位     

100BR 01:02.8 01:01.1 優勝     

200BR 02:15.8 02:13.0 優勝     
北島 康介 

200IM 02:05.4   失格     

100FLY :54.70 :53.83 4 位     
柴田 隆一 

200FLY 02:00.3 01:56.8 優勝     

50FR :26.73 :26.58 B5     
植田 富祐美 

100FR :57.91   ベスト     

100FR :57.93         

200FR 02:03.8 02:04.4 B7     上田 春佳 

400FR 04:19.8 04:18.7 4 位     

50BA :29.35 :28.89 2 位     

100BA 01:02.3 01:01.5 優勝     中村 礼子 

200BA 02:18.3 02:10.7 優勝     

50BA :29.26 :28.98 4 位     
寺川 綾 

100BA 01:03.0 01:02.3 4 位     

50BA :28.48 :29.30 5 位     

100BA 01:02.6 01:02.8 6 位     伊藤 華英 

200BA 02:13.8 02:11.0 2 位     

800FR タイム決勝 08:53.8 8 位ベスト     

200FLY 02:20.2 02:19.1 B3     中村 咲子 

200IM 02:21.3 02:22.7 B5     

バルセロナ Barcelona   

氏名 種目 予選 決勝 備考  

50FR :23.63         
伊藤 真 

100FR :51.22        

50FR :23.74        

100FR :50.54 :50.55 7 位     佐藤 久佳 

200FR 01:51.7 01:51.0 B1     

50FR :23.85        

100FR :51.08        細川 大輔 

200FR 01:50.9 01:51.3 6 位     

100FR :53.36        

200FR 01:54.4        櫻井 裕司 

400FR 04:01.5 03:59.8 B4     

200FLY 02:01.1 01:59.0 5 位     
松田 丈志 

1500FR タイム決勝 15:09.4 3 位     

50BA :26.02 :25.86 3 位     

100BA :56.02 :54.70 優勝・大会新     森田 智己 

200BA    棄権     
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100BA :56.54 :55.89 5 位     
山口 雅文 

200BA    失格     

100BA :56.93 :56.64 8 位     
中野 高 

200BA 02:02.5 02:00.3 3 位     

50BR :28.36 ：28.44 3 位     

100BR 01:02.7 01:01.0 優勝     北島 康介 

200BR 02:16.0 02:12.8 優勝     

100FLY :54.99 :54.79 B4     
柴田 隆一 

200FLY 02:00.6 01:57.8 2 位     

50FR :27.09        
植田 富祐美 

100FR :57.64 :57.53 B3 ベスト     

100FR :58.68        

200FR 02:02.8 02:02.8 B4     上田 春佳 

400FR 04:19.0 04:21.6 7 位     

50BA :29.06 :28.85 3 位     

100BA    棄権     中村 礼子 

200BA 02:13.0 02:13.4 3 位     

100BA    棄権     
寺川 綾 

200BA 02:16.4 02:15.4 5 位     

50BA :29.57 :29.39 6 位     

100BA 01:02.7 01:01.5 2 位     伊藤 華英 

200BA 02:12.5 02:11.3 優勝     

200IM 02:20.3 02:19.9 6 位     

400IM 04:58.9 04:52.2 B2     中村 咲子 

200FR 02:04.7 02:05.0 B7     

モナコ monaco  

氏名 種目 予選 決勝 3 回戦 4 回戦 5 回戦 備考 

伊藤 真 50FR :23.40 :23.29 :22.94       

50FR :23.49 :23.51      
佐藤 久佳 

100FR :50.77 :50.44    B1 

50FR :23.46 :23.32      

100FR :51.01 :50.73    B2 細川 大輔 

200FR 01:50.6 01:51.5    B8 

200FR 01:53.4       
櫻井 裕司 

400FR タイム決勝 03:57.6    10 位 

200FLY 02:00.8 01:57.0    優勝 

100FLY       棄権 

400FR タイム決勝 03:50.4    3 位 
松田 丈志 

200FR 01:51.3 01:51.1    B7 

50BA :27.61 :26.30 :26.12     

100BA :56.25 :54.77    優勝･大会新 森田 智己 

200BA 02:03.7 01:59.9    優勝 

50BA :26.51 :26.51 :25.88 :25.89  4 位 
山口 雅文 

100BA :56.74 :55.64    4 位 

100BA :56.50 :56.26    6 位 
中野 高 

200BA 02:02.9 02:00.5    2 位 

50BR :29.02 :28.40 :28.39 :28.12 :28.09 2 位 

100BR 01:03.0 01:00.9    優勝・大会新 北島 康介 

200BR 02:16.7 02:13.1    優勝 



－  － 12

200FR 01:56.0       
柴田 隆一 

200IM 02:06.1 02:05.0    4 位 

50FR :26.41 :26.45      
植田 富祐美 

100FR :58.39 :57.51    B6 ベスト 

200FR 02:02.4 02:02.4    7 位 
上田 春佳 

400FR タイム決勝 04:18.9    6 位 

50BA :30.32 :28.84 :28.64 :28.68 :28.54 2 位 

100BA 01:02.6 01:01.1    優勝･大会新 中村 礼子 

200BA 02:16.7 02:09.9    優勝･大会新 

50BA :29.97 :29.30 :29.04     
寺川 綾 

100BA       棄権 

50BA :29.53 :29.38 :28.94 :28.79  3 位 

100BA 01:01.9 01:01.3    2 位 伊藤 華英 

200BA 02:13.0 02:10.7    2 位 

200IM 02:20.1 02:20.0    B3 
中村 咲子 

400IM タイム決勝 04:50.9    8 位 

 

 

② ジュニア・アメリカ遠征  ６月２０日～7月１５日  アメリカ・スタンフォード・サンタクララ 

ヘッドコーチ 加々美 芳秀    

コーチ  小柳 隆行 堀井 利有司 河端 篤志  

シャペロン 稲田 法子    

男    子 麻生 真稔 伊与部 崇 中山 武久 小坂 悠真 

   堀畑 裕也    

女   子 山口 美咲 松本 弥生 小野 友愛 宮部 加奈子 

   野中 瑞姫 酒井 志穂 福田 智代 橋本 千佳 

   保坂 知世 上田 梨奈 加藤 和  

 

成  績（月刊水泳 ７月号 Vol.372） 

【スタンフォード -競技結果-】 

男子 

氏 名 参加種目 大会結果 順位 備考   

400 自由形 04:12.1 5     
麻生 真稔 

1500 自由形 15:58.3 3     

100 自由形 :54.42 18 ベスト   

200 自由形 01:58.3 5     

100 背泳ぎ :58.81 5     
伊与部 嵩 

200 背泳ぎ 02:04.9 4     

100 バタフライ :56.49 6     
中山 武久 

200 バタフライ 02:00.9 2     

400 自由形 04:08.3 4     

200 個人メドレー 02:04.8 1     小坂 悠真 

400 個人メドレー 04:29.3 2     

200 個人メドレー 02:07.4 3 ベスト   
堀畑 裕也 

400 個人メドレー 04:32.4 4     

女 子 

氏 名 参加種目 大会結果 順位 備考   

50 自由形 :26.23 4     
山口 美咲 

100 自由形 :56.55 8 ベスト   
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50 自由形 :26.86 8     
松本 弥生 

100 自由形 :57.23 12     

200 自由形 02:02.4 5     

400 自由形 04:12.2 1 ベスト   小野 友愛 

800 自由形 08:39.2 1 ベスト   

100 自由形 :59.49 28     

200 自由形 02:04.1 13 ベスト   

800 自由形 08:45.2 3 ベスト   

200 バタフライ 02:15.9 3 ベスト   

200 個人メドレー 02:27.7 11     

宮部 加奈子 

400 個人メドレー 失格       

400 自由形 04:27.3 9     
野中 瑞姫 

800 自由形 08:55.4 4     

100 自由形 :58.60 21     

200 自由形 02:05.0 14 ベスト   

100 背泳ぎ 01:02.6 4     
酒井 志穂 

200 背泳ぎ 02:16.6 4     

100 背泳ぎ 01:02.4 2     
福田 智代 

200 背泳ぎ 02:12.1 2     

100 平泳ぎ 01:11.4 4     
橋本 千佳 

200 平泳ぎ 02:32.2 4     

100 バタフライ 01:02.6 7     
保坂 知世 

200 バタフライ 02:14.2 2     

200 個人メドレー 02:22.5 6     
上田 梨奈 

400 個人メドレー 05:09.0 5     

200 個人メドレー 02:17.0 1     
加藤 和 

400 個人メドレー 04:53.2 1     

【サンタクララ -競技結果-】  

 男 子 

氏  名 参加種目 記録 順位 備考 

予選 04:05.2     
400 自由形 

決勝 04:04.0 C 決勝 6   

800 自由形 タイム決勝 08:23.7 タイム決勝 ７   
麻生 真稔 

1500 自由形 タイム決勝 16:20.6 タイム決勝 16   

予選 01:57.6     
200 自由形 

決勝      

予選 :59.01     
100 背泳ぎ 

決勝 :58.39 A 決勝 ７    

予選 02:03.6     

伊与部 嵩 

200 背泳ぎ 
決勝 02:01.9 A 決勝 ４   

予選 :56.71     
100 バタフライ 

決勝      

予選 02:00.9     
中山 武久 

200 バタフライ 
決勝 02:01.6 A 決勝 5   

800 自由形 タイム決勝 08:20.5 タイム決勝 6 ベスト 

予選 02:09.4     
200 背泳ぎ 

決勝      

予選 01:06.9     
100 平泳ぎ 

決勝      

予選 02:30.9     
200 平泳ぎ 

決勝      

小坂 悠真 

100 バタフライ 予選 :56.39     
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 決勝 :56.66 C 決勝 9   

予選 02:08.4     
200 個人メドレー 

決勝 02:07.8 B 決勝 6   

予選 04:31.4     

 

400 個人メドレー 
決勝 04:28.1 B 決勝 1   

予選 02:08.1     
200 個人メドレー 

決勝 02:07.3 B 決勝 5   

予選 04:30.9     
400 個人メドレー 

決勝 04:28.3 B 決勝 3   

予選 :58.18     

堀畑 裕也 

100 バタフライ 
決勝      

400 フリーリレー タイム決勝 03:35.3 タイム決勝 13   

800 フリーリレー タイム決勝 07:44.8 タイム決勝 5   日本チーム 

400 メドレーリレー タイム決勝 03:52.2 タイム決勝 5   

女子 

氏  名 参加種目 記録 順位 備考１ 

予選 :26.66     
50 自由形 

決勝 :26.32 B 決勝 2   

予選 :57.16     
100 自由形 

決勝 :56.81 B 決勝 6   

予選 02:17.1     

山口 美咲 

200 個人メドレー 
決勝 02:16.0 A 決勝 6 ベスト 

予選 :26.94     
50 自由形 

決勝 :26.95 C 決勝 6   

予選 :57.45     
100 自由形 

決勝 :57.48 C 決勝 5   

予選 02:06.3     

松本 弥生 

200 自由形 
決勝      

予選 02:04.8     
200 自由形 

決勝      

予選 04:15.2     
400 自由形 

決勝 04:16.7 A 決勝 8   

小野 友愛 

800 自由形 タイム決勝 08:53.9 タイム決勝 15   

予選 02:04.5     
200 自由形 

決勝 02:06.2 C 決勝 8   

予選 04:14.0   ベスト 
400 自由形 

決勝 04:13.1 A 決勝 3 ベスト 

800 自由形 タイム決勝 08:42.4 タイム決勝 5 ベスト 

宮部 加奈子 

1500 自由形 タイム決勝 16:56.3 タイム決勝 10   

予選 04:22.0     
400 自由形 

決勝 04:24.5 C 決勝 9   

800 自由形 タイム決勝 08:51.0 タイム決勝 11   
野中 瑞姫 

1500 自由形 タイム決勝 16:47.1 タイム決勝 4 ベスト 

予選 :58.50     
100 自由形 

決勝      

予選 01:02.3     
100 背泳ぎ 

決勝 01:01.8 A 決勝 １   

予選 02:16.8     

酒井 志穂 

200 背泳ぎ 
決勝 02:14.1 A決勝 4  ベスト 

予選 01:02.8     
100 背泳ぎ 

決勝 01:02.5 A 決勝 4   

福田 智代 

200 背泳ぎ 予選 02:12.8     
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  決勝 02:12.2 A決勝 2    

予選 01:12.3     
100 平泳ぎ 

決勝 01:11.2 A 決勝 6   

予選 02:33.3     
200 平泳ぎ 

決勝 02:30.5 A 決勝 6   

予選 02:25.8     

橋本 千佳 

200 個人メドレー 
決勝      

予選 01:03.0     
100 バタフライ 

決勝      

予選 02:16.9     
保坂 知世 

200 バタフライ 
決勝 02:16.0 B 決勝 3    

予選 02:24.7     
200 個人メドレー 

決勝      

予選 05:10.0     
400 個人メドレー 

決勝      

予選 01:04.4     
100 バタフライ 

決勝      

予選 01:05.7     
100 背泳ぎ 

決勝 01:04.7 C 決勝 ４   

予選 01:00.4     

上田 梨奈 

100 自由形 
決勝      

予選 02:19.1     
200 個人メドレー 

決勝 02:15.4 A 決勝 ５ ベスト 

予選 04:50.6     
400 個人メドレー 

決勝 04:46.1 A 決勝 ５ ベスト 

予選 01:03.5     

加藤  和 

100 バタフライ 
決勝      

400 フリーリレー タイム決勝 03:49.9 タイム決勝 3   

800 フリーリレー タイム決勝 08:11.9 タイム決勝 3    日本チーム 

400 メドレーリレー タイム決勝 04:11.3 タイム決勝 3   

 

 

③ 北京オープン大会  平成２０年１月３１日～２月５日 中国・北京 

監   督  上野 広治     

ヘッドコーチ 金子 洋明    

コ ー チ  八塚 明憲 竹村 吉昭 加藤 健志 伊藤 秀介 

   小島 竜司 神田 忠彦 豊田 康宏  

総   務 薩摩 将広    

シャペロン 村松 さやか 

男   子 末永 雄太 立石 諒 坂田 龍亮 高本 翔太 

  高桑 健 佐野 秀匡   

女   子 田村 菜々香 種田 恵 加藤 ゆか 星 奈津美 

 

成  績（月刊水泳 ２月号 Vol.379） 

男子         

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

100m平泳ぎ 1:01.66 1 位   1:02.10 2 位   
末永雄太 

200m平泳ぎ 2:15.47 4 位   2:15.38 4 位   
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100m平泳ぎ 1:01.81 2 位 自己ベスト 1:01.58 優勝 自己ベスト 
立石諒 

200m平泳ぎ 2:13.89 1 位   2:13.61 優勝   

100m バタフライ 54.43 6 位   55.02 7 位   
高本翔太 

200mバタフライ 2:01.08 5 位   2:00.10 4 位   

100m バタフライ 55.38 10 位       
坂田龍亮 

200mバタフライ 1:58.47 1 位   1:58.13 3 位   

200m自由形 1:52.64 12 位       
高桑健 

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 棄権 体調不良     

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:01.68 1 位   2:02.36 2 位   
佐野秀匡 

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:20.96 1 位   4:21.22 3 位   

女子        

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

100m平泳ぎ 1:10.35 6 位   1:10.54 4 位   
田村菜々香 

200m平泳ぎ 2:31.56 8 位   2:30.48 6 位   

100m平泳ぎ 1:10.66 5 位   1:10.93 6 位   
種田恵 

200m平泳ぎ 2:29.56 5 位   2:29.35 4 位   

加藤ゆか 100mバタフライ 58.99 1 位   59.18 優勝   

100m バタフライ 1:00.29 4 位   1:00.20 5 位 自己ベスト 
星奈津美 

200mバタフライ 2:07.35 1 位 自己ベスト高校新 2:08.55 優勝 自己ベスト 

 参加国数：３６  参加選手数：２３４ 

 

 

④ オーストラリア・ジュニア遠征  平成２０年２月４日～2０日 オーストラリア・シドニー 

ヘッドコーチ 植竹 浩幸    

コ ー チ  野元 良寛 前田 覚  石田 啓吾  

総   務  キャンピージ和加子    

男    子 小堀 勇気 尾崎 隆太 大山 圭祐 山崎 貴大 

新山 政樹 加納 雅也 萩野 公介 鮫島 渓太 

女   子 鈴木 聖未 時枝 ゆり子 川除 結花 赤瀬 紗也香 

浜野 麻綾 福留 景子 岡田 真由子 嘉陽 文香 

成  績 

男子        

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

100M 自由形 53.92 65 位         

200M 自由形 1:55.00 16 位    1:53.15 14 位 ベスト 中学新 

400M 自由形 4:06.17 21 位         

1500M 自由形 16:06.26 8 位 ベスト        

50M バタフライ 26.27 34 位         

小堀 勇気 

100Mバタフライ 55.86 9 位 ベスト 55.28 9 位 ベスト   

200M 自由形 1:58.23 38 位         

400M 自由形 4:14.97 38 位           尾崎 隆太 

1500M 自由形 16:21.36 11 位         

50M背泳ぎ 27.22 10 位 ベスト  27.00 8 位 ベスト   

100M背泳ぎ 57.62 7 位    57.74 7 位     大山 圭祐 

200M背泳ぎ 2:08.35 19 位    2:05.98 16 位 ベスト   

100M 自由形 54.65 49 位 ベスト        山崎 貴大 

100M背泳ぎ 58.25 8 位    57.98 9 位     
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200M背泳ぎ 2:03.82 4 位    2:02.30 5 位 ベスト 中学新  

200M個人メドレー 2:09.22 9 位          

50M平泳ぎ 30.69 9 位    30.42 9 位     

100M平泳ぎ 1:05.26 5 位    1:05.18 6 位     新山 政樹 

200M平泳ぎ 2:19.18 2 位 ベスト  2:19.32 4 位     

50M平泳ぎ 30.26 6 位    30.25 7 位     

100M平泳ぎ 1:06.23 8 位    1:06.06 9 位    加納 雅也 

200M平泳ぎ 2:27.13 8 位    2:25.84 9 位     

400M 自由形 4:03.37 18 位 ベスト          

50M背泳ぎ 27.47 12 位    27.48 13 位     

200M背泳ぎ 2:08.73 20 位    2:07.97 18 位     

200M個人メドレー 2:08.46 6 位    2:12.58 10 位     

萩野 公介 

400M個人メドレー 4:33.29 4 位 ベスト  4:33.73 7 位     

200Mバタフライ 2:05.69 7 位 ベスト  2:04.76 6 位 ベスト   

100M平泳ぎ 1:07.79 13 位    1:07.73 15 位     

200M平泳ぎ 2:25.48 6 位    2:22.57 6 位     

200M個人メドレー 2:07.12 2 位 ベスト  2:06.42 3 位 ベスト   

鮫島 渓太 

400M個人メドレー 4:31.76 2 位    4:32.44 4 位     

大山 圭祐 58.78

加納 雅也 05.31

小堀 勇気 54.66
日 本 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 

 
3:51.65 

2 位 

中学新 

山崎 貴大 52.90

小堀 勇気 52.97

尾崎 隆太 27.41

萩野 公介 54.13
日 本 400m ﾘﾚｰ 

 
3:35.17 

7 位 

 

山崎 貴大 53.33

小堀 勇気 1:54.94

尾崎 隆太 1:57.32

萩野 公介 1:56.16
日 本 800m ﾘﾚｰ 7:44.26 

2 位 

中学新 

山崎 貴大 1:55.84

女子         

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

50M 自由形 26.97 12 位    27.26 17 位     
鈴木 聖未 

100M自由形 58.28 15 位    58.84 19 位     

50M 自由形 27.11 16 位    26.96 15 位     
時枝ゆり子 

100M自由形 59.21 25 位           

50M 背泳ぎ 31.15 16 位    31.02 13 位 ベスト   

100M背泳ぎ 1:04.48 14 位    1:04.22 12 位     川除 結花 

200M背泳ぎ 2:13.97 2 位    2:12.63 2 位 ベスト   

200M自由形 2:14.39 54 位           

50M 背泳ぎ 30.58 10 位 ベスト 30.60 7 位 ベスト   

100M背泳ぎ 1:04.33 11 位    1:04.13 11 位     

200M背泳ぎ 2:17.62 8 位    2:19.52 10 位     

赤瀬紗也香 

50Mバタフライ 30.17 38 位           

50M 平泳ぎ 33.25 4 位 ベスト  33.26 5 位 ベスト   

100M平泳ぎ 1:11.63 6 位    1:10.79 7 位 ベスト   

200M平泳ぎ 2:32.56 2 位    2:30.35 5 位 ベスト   
浜野 麻綾 

200M個人メドレー 2:24.34 14 位 ベスト  DSQ       

50M 平泳ぎ 34.08 8 位    33.74 7 位     福留 景子 

100M平泳ぎ 1:11.89 8 位 ベスト  1:10.94 8 位 ベスト   
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 200M平泳ぎ 2:32.65 3 位   2:30.12 4 位 ベスト   

50Mバタフライ 30.07 35 位            

100M バタフライ 1:03.46 14 位   1:03.01 14 位     岡田真由子 

200M バタフライ 2:14.29 5 位    2:13.30 5 位     

50M 平泳ぎ 34.45 10 位   34.58 9 位     

100M平泳ぎ 1:15.41 15 位   1:15.34 15 位     

200M平泳ぎ DSQ             

100M バタフライ 1:05.05 21 位           

200M バタフライ 2:16.23 8 位   2:15.73 8 位     

200M個人メドレー 2:22.32 8 位   2:24.23 9 位     

嘉陽 文香 

400M個人メドレー 4:55.37 5 位   4:54.91 6 位     

赤瀬紗也香 1:05.19 

浜野 麻綾 1:10.10 

岡田真由子 1:02.04 
日 本 400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 

 
4:16.38 

1 位 

 

鈴木 聖未 59.05 

鈴木 聖未 58.32 

時枝 ゆり子 57.43 

赤瀬紗也香 1:00.56 
日 本 400m ﾘﾚｰ 

  
3:56.98 

1 位 

 

浜野 麻綾 1:00.67 

 

 

⑤ ニュージーランドエージグループ選手権 ３月４日～８日 ニュージーランド・クライストチャーチ 

団長・監督 会田 忠秋    

総   務  キャンピージ和加子    

ヘッドコーチ 鈴木 節朗    

コ ー チ  今井 利樹 黒瀬 幹夫 梅原 孝之 藤田 信好 

シャペロン 瀬水 麻衣    

選   手     

男   子  鈴木 貴翔  平井 彬嗣 工藤 優介 瀬戸 大也 

   下村 瞬希 刈本 天斗 奈良 享祐  

女   子 増田 愛美里 佐藤 未沙 狩野 理紗 今 涼音 

   小林 明日香 渡邉 有希子 渡辺 耶唯 亀森 美紀  

   菅野 史恵 伊藤 美織 秋山 遥奈 川上 真央 

   安永 愛  黒木 満佐子 市川 夏波 高瀬 綾香 

   嶋岡 奈央 瀬倉 未智   

 

成  績 

男子       

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

50m自由形 25.72 2 位       

100m 自由形 55.81 1 位 ベスト 55.31 1 位 ベスト 

400ｍ自由形 4:26.33 7 位 ベスト    

50m背泳ぎ 27.43 1 位 ベスト 27.39 1 位 ベスト 

100ｍ背泳ぎ 59.57 1 位 ベスト 59.68 1 位 ベスト 

200ｍ背泳ぎ 2:12.75 1 位 ベスト 2:11.10 1 位 ベスト 

50m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 26.54 1 位 ベスト 26.85 1 位 ベスト 

工藤 優介 

100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 59.64 1 位       
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400ｍ自由形 4:14.71 1 位 ベスト 4:11.00 1 位 ベスト 

100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 59.32 1 位 ベスト     

200ｍ平泳ぎ 2:24.50 1 位 ベスト 2.26.02 1 位   

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:11.32 1 位 ベスト 2:12.09 1 位   

瀬戸 大也 

400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:41.63 1 位   4:40.20 1 位 ベスト 

100ｍ自由形 58.41 9 位 ベスト     

200ｍ自由形 2:01.34 3 位 ベスト     

400ｍ自由形 4:11.12 1 位 ベスト 4:12.85 3 位 ベスト 

1500ｍ自由形 直接決勝     

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:16.90 1 位 ベスト 2:16.44 3 位 ベスト 

平井 彬嗣 

400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:52.25 2 位 ベスト 失格     

100ｍ自由形 56.17 2 位 ベスト 55.97 4 位 ベスト 

200ｍ自由形 2:01.19 2 位 ベスト 2:00.51 3 位 ベスト 

400ｍ自由形 4:17.61 3 位       

1500ｍ自由形 直接決勝 16:42.60   ベスト 

下村 瞬希 

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:22.03 6 位       

100ｍ自由形 58.90 1 位 ベスト 58.03 2 位 ベスト 

50ｍ平泳ぎ 31.86 1 位 ベスト 31.70 1 位 ベスト 

100ｍ平泳ぎ 1:10.68 1 位 ベスト     

200ｍ平泳ぎ 2:33.61 2 位   2.30.88 2 位 ベスト 

刈本 天斗 

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:20.81 2 位 ベスト 2:20.24 2 位 ベスト 

50m自由形 24.00 1 位       

100ｍ自由形 56.40 4 位       

200ｍ自由形 2:03.84 5 位 ベスト     

50m背泳ぎ 29.81 4 位 ベスト     

奈良 享祐 

100m 背泳ぎ 1.04.58 3 位 ベスト     

50m背泳ぎ 29.74 3 位 ベスト 29.07 2 位 ベスト 

100m 背泳ぎ 1:02.50 2 位 ベスト 1:02.58 3 位 ベスト 

200m 背泳ぎ 2:15.37 2 位 ベスト 2:14.60 ３位 ベスト 

100mバタフライ １:05.65   ベスト     

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:24.99 8 位       

鈴木 貴翔 

400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5:02.27 4 位 ベスト     

日 本 200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 1:50.68 1 位   1.51.92 3 位   

日 本 200m ﾘﾚｰ 1:40.98 3 位   1:41.02 3 位   

 

女子       

氏名 種目 予選 順位 備考 決勝 順位 備考 

50m自由形 27.78 2 位        

100m 自由形 58.83 1 位   58.03 1 位 ベスト 

200m 自由形 2:06.44 1 位   2:05.54 1 位   

400m 自由形 4:29.06 3 位 ベスト 4:23.24 2 位 ベスト 

800m 自由形 直接決勝 9:06.69 3 位 ベスト 

50m背泳ぎ 31.06 3 位        

100m 背泳ぎ 1:06.53 2 位   1:06.85 2 位   

200m 背泳ぎ 2:22.10 2 位   2:21.10 2 位   

伊藤 美織 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:28.67 7 位 ベスト      

100m 背泳ぎ 1:16.45 28 位 ベスト      

１00mバタフライ 1:10.51 6 位        

50 平泳ぎ    棄権      

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:33.37 6 位        

秋山 遥奈 

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ    失格      
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50m平泳ぎ 34.49 2 位 ベスト 34.36 2 位 ベスト 

100m 平泳ぎ 1:14.33 1 位 ベスト 1:13.51 1 位 ベスト 

200m 平泳ぎ 2:35.08 1 位 ベスト 2:34.53 1 位 ベスト 
嶋岡 奈央 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:24.47 3 位 ベスト      

50m自由形 27.92 3 位 ベスト      

100m 自由形 1:00.14 3 位 ベスト      

50m背泳ぎ 30.90 2 位   30.19 1 位 ベスト 

100m 背泳ぎ 1:06.59 3 位        

瀬倉 未智 

200m 背泳ぎ 2:25.46 6 位        

100m 自由形 1:01.78 6 位        

200m 自由形 2:10.61 5 位        

400m 自由形 4:32.70 6 位        

800m 自由形 直接決勝 9:24.04 6 位 ベスト 

１00mバタフライ 1:11.34 18 位        

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:29.92 9 位        

狩野 理紗 

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5:16.47 5 位        

800m 自由形 直接決勝 9:16.03 4 位 ベスト 

50m背泳ぎ 2:24.00 8 位        

100m 背泳ぎ 1:09.01 5 位        

200m 背泳ぎ 2:24.06 4 位 ベスト      

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 25.28 4 位        

佐藤 未沙 

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5:09.61 3 位   5:01.38 2 位   

50m自由形 28.29 5 位        

200m 自由形 2:07.46 2 位   2:09.33 5 位   

400m 自由形 4:32.98 8 位        
増田 愛美里 

800m 自由形 直接決勝 9:22.59 6 位   

50m背泳ぎ 33.62 11 位        

100m 背泳ぎ 1:08.70 3 位 ベスト      

200m 背泳ぎ 2:23.59 3 位        

100m 平泳ぎ 1:21.70 4 位 ベスト      

200m 平泳ぎ 2:56.50 9 位 ベスト      

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:32.57 4 位        

今  涼音 

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5:24.75 3 位 ベスト 5:21.78 3 位 ベスト 

50m平泳ぎ 33.25 2 位 ベスト 33.50 2 位 ベスト 

100m 平泳ぎ 1:12.16 2 位   1:11.53 1 位   

200m 平泳ぎ 2:35.12 2 位 ベスト :33.84 2 位 ベスト 

50m バタフライ 28.63 1 位 ベスト 28.33 1 位 ベスト 

小林 明日香 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:22.49 2 位 ベスト      

50m背泳ぎ 30.63 1 位 ベスト 30.33 1 位 ベスト 

100m 背泳ぎ 1:04.52 1 位   1:03.89 1 位   

200m 背泳ぎ 2:19.86 1 位   2:18.15 1 位   
渡邉 有希子 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:24.85 1 位        

200m 自由形 2:08.75 4 位 ベスト      

400m 自由形 4:28.41 4 位 ベスト      

50m バタフライ 28.99 2 位 ベスト 28.83 2 位 ベスト 

１00mバタフライ 1.01.36 1 位 ベスト 1.01.37 1 位 ベスト 

200mバタフライ 2:15.92 1 位 ベスト      

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:21.51 1 位 ベスト      

渡邉 耶唯 

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:56.26 2 位 ベスト 失格     

50m自由形 29.33 5 位 ベスト      

50m背泳ぎ 31.82 3 位        

亀森 美紀 

100m 背泳ぎ 1:06.51 2 位   1:06.80 2 位   
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 200m 背泳ぎ 2:22.71 2 位   2:21.12 2 位   

50m自由形 28.74 9 位        

100m 自由形 1:00.30 3 位        

200m 自由形 2:09.89 7 位        

400m 自由形    棄権      

１00mバタフライ 1.06.69 8 位 ベスト      

菅野 史恵 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:29.33 7 位        

50m自由形 7:12.00 19 位 ベスト      

100m 自由形 1:03.20 19 位 ベスト      

50m背泳ぎ 24:00.00 2 位   19:12.00 2 位 ベスト 

100m 背泳ぎ 1:06.16 1 位   1:04.54 1 位 ベスト 

200m 背泳ぎ 2:19.62 1 位   2:16.32 1 位   

１00mバタフライ 1:08.75 11 位        

安永 愛 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:30.17 10 位 ベスト      

50m自由形 14:24.00 1 位 ベスト      

100m 自由形 1:00.07 3 位   59.33 2 位   

50m背泳ぎ 43:12.00 1 位 ベスト 30.67 2 位 ベスト 

100m 背泳ぎ 1:05.93 1 位 ベスト 1:04.77 1 位 ベスト 

200m 背泳ぎ 2:21.01 1 位 ベスト 2:18.06 1 位 ベスト 

１00mバタフライ 1.04.28 1 位 ベスト 1.02.14 1 位 ベスト 

黒木 満佐子 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:24.13 2 位        

100m 自由形 1:02.33 4 位 ベスト      

400m 自由形 4:37.54 2 位 ベスト 4:37.71 3 位 ベスト 

50m平泳ぎ 34.35 1 位   34.01 1 位   

100m 平泳ぎ 1:14.56 1 位   1:14.49 1 位   

200m 平泳ぎ 2:39.89 1 位   2:39.81 1 位   

高瀬 綾香 

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:27.10 2 位 ベスト      

50m自由形  2 位        

100m 自由形 58.62 1 位   57.87 1 位 ベスト 

200m 自由形 2:12.89 2 位 ベスト 2:08.23 1 位   

400m 自由形 4:39.03 3 位 ベスト      

50m背泳ぎ 31.30 2 位 ベスト 31.51 2 位 ベスト 

50m バタフライ 28.55 1 位   27.98 1 位 ベスト 

１00mバタフライ 1.04.58 1 位 ベスト 1.01.92 1 位 ベスト 

川上 真央 

200mバタフライ 2:34.72 3 位 ベスト      

50m自由形 27.26 1 位        

100m 自由形 59.93 2 位   1:00.93 2 位   

200m 自由形 2:15.52 3 位 ベスト      

400m 自由形 4:43.00 4 位 ベスト      

800m 自由形 直接決勝 9:56.86 9 位 ベスト 

50m背泳ぎ 2:24.00 4 位 ベスト      

市川 夏波 

50m バタフライ 31:42 6 位 ベスト 30.31 2 位   

日 本    A 200m ﾘﾚｰ 1:47.03 1 位   1:47.92 2 位   

日 本    Ｂ 200m ﾘﾚｰ 1:51.97 4 位        

日 本    Ｃ 200m ﾘﾚｰ 1:50.91 3 位        

日 本    Ｄ 200m ﾘﾚｰ 1:55.92 8 位        

日 本    A 200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 1:59.00 1 位   1.57.88 1 位   

日 本    Ｂ 200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 2:01.72 3 位        

日 本    Ｃ 200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 2:02.52 4 位        

日 本    Ｄ 200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 2:08.95 11 位        
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⑥ 第５回アジアエージ選手権  ８月２４日～９月１日 インドネシア・ジャカルタ 

監    督 水野 功明 

コ ー チ  朝倉 正三 三浦 秀行 

トレーナー 大林 弘宗 

審 判 員 藤田  博    

選   手     

男   子  立花 一成 竹本  聡 小林 大輝 高山  大 

伊佐治 淳 内田 裕大 釘井  翔 中本 宗志 

米沢 太一 宇葉 昴平 久留 琢丸 市場 康平 

女   子 西田 有希 橋原 芽生 原  美波 神谷 明子 

中岡 洋子 菅原 紀子 藤本 華菜 内川 奈美 

 

 

（２） 日韓スポーツ交流事業 

① 海外合同合宿  

(ア) 期間   11 月５日～１０日  6 日間 

(イ) 場所 韓国・ソウル 

(ウ) 選手団   

役員 監 督 船田 昭介    

 コーチ 戸川 晴夫 石森 昌治 山田 清繁  

選手 男 子 堀口  祐 吉村 寿人 右近 武蔵 高橋 良平 

 〃 多田 邦徳 外川 貴大   

 女 子 鈴木 聖未 浜野 麻綾 秋山 遥奈 山田 神奈 

  森  茉由 林 ヒョンジュ 重信 藤乃 竹内 麻佑 

  大塚 美優 田口 珠恵   

 

② 国内合同合宿    6 日間 

(ア) 期間   12 月７日～12日 

(イ) 場所 埼玉県・朝霞市 

(ウ) 選手団 

役員 監 督 船田 昭介    

 コーチ 戸川 晴夫 石森 昌治 山田 清繁  

選手 男 子 堀口  祐 吉村 寿人 右近 武蔵 高橋 良平 

 〃 多田 邦徳 外川 貴大   

 女 子 鈴木 聖未 浜野 麻綾 秋山 遥奈 山田 神奈 

  森  茉由 林 ヒョンジュ 重信 藤乃 竹内 麻佑 

  大塚 美優 田口 珠恵   
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２．飛込         飛込委員長 末弘 昭人 

平成１９年度上期事業では、５月に FINA グランプリ大会（カナダ・ヴィクトリア～アメリカ・フォートロダデー

ル）、８月にユニバーシアード（タイ・バンコク）に選手団を派遣した他、９月には当初派遣が予定されていな

かったワールドシリーズ（イギリス・シェフィールド / メキシコ・メキシコシティー / 中国・南京）に寺内を派遣、

また、自費参加でアジアエージ選手権（インドネシア・ジャカルタ）にも選手団を派遣したが、４月に予定され

ていたFINAグランプリ大会（中国・珠海）は日程の都合から派遣を中止した。 

FINA グランプリ大会は、前半戦のカナダ大会では苦戦をしたが、後半のアメリカ大会で中川が女子高飛

込で４位入賞を果したほか、女子シンクロ種目は飛板飛込・高飛込ともカナダ会では５位、アメリカ大会では４

位と安定して好位置につけた。ユニバーシアードでは４名の派遣で全員が３種目から４種目に出場するという

ハードな日程をこなし、中川が高飛込で 3 位、中川/山下のシンクロ高飛込でも 3 位と健闘、岡本優・渋沢小

哉芳も 3m飛板飛込で6位入賞をするなど前回の大邱大会の実績を越え、目標を上回る結果を残した。 

アジアエージ選手権では、皆始めての海外遠征でありながら良く健闘し、小林由佳が優勝を含めて３つの

メダルを獲得した他、全員が入賞を成し遂げるという成果を挙げた。 

世界選手権（メルボルン）の８位までが招待された第 1 回ワールドシリーズ（イギリス・シェフィールド / メキ

シコ・メキシコシティー / 中国・南京）に参戦した寺内選手は、表彰台を逃した事は残念だが、全ての大会に

安定した演技を披露し、いずれも 4位に入賞した。 

下期事業では、２月にオリンピックへの最終選考がかかったワールドカップ（中国・北京）に６名の選手を派

遣した。今回のワールドカップは、世界選手権メルボルン大会上位入賞者のほとんどが参加しており、オリン

ピック派遣条件の決勝進出はかなり高いハードルとなったが、それをクリアーして複数の選手がオリンピック

参加の必要条件を達成する事を目指した。しかし、中川が女子高飛込で６位に入賞し健闘した他、寺内は９

位、それ以外の選手は予選または準決勝で敗退した結果、北京オリンピックへの派遣はアテネオリンピック

同数の２名となり、残念ながらアテネを越えるという目標を達成する事はできなかった。 

 

（１）国際競技会 

① FINAグランプリ  カナダ大会・アメリカ大会 

ヘッドコーチ  野村 孝路 

     コ ー チ 松本 行夫、内藤 英樹 

     トレーナー  田中 志保 

     選手 男子  岡本 優 、村上 和基 

         女子  西井 亮子、宮嵜 多紀理、山下 美沙子 

         中川 真依、渋沢 小哉芳 

     審 判 員 伊藤 正明（カナダ大会）  

            高橋 亜紀（カナダ大会・アメリカ大会） 

    

◇ カナダ大会  ５月４日～６日 カナダ：ビクトリア      

       成   績 

       男子  3m飛板飛込  岡本 優  １６位 

            高飛込   村上 和基 １７位 

       女子  3m飛板飛込  西井 亮子 １９位 

渋沢 小哉芳  ２２位 

            高飛込    宮嵜 多紀理  １０位 

中川 真依 １１位 
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            3mシンクロ飛板飛込 渋沢 小哉芳 / 山下 美沙子     ５位 

            シンクロ高飛込     山下 美沙子 / 中川 真依     ５位 

  

◇ アメリカ大会  ５月１０日～１３日 アメリカ：フォートロダデール 

       成   績 

       男子   3m飛板飛込  岡本 優  １１位 

            高飛込    村上 和基 １９位 

       女子   3m飛板飛込  西井 亮子 １２位 

渋沢 小哉芳  ２２位 

            高飛込    宮嵜 多紀理  １２位 

中川 真依  ４位 

            3mシンクロ飛板飛込 渋沢 小哉芳 / 山下 美沙子     ４位 

            シンクロ高飛込     山下 美沙子 / 中川 真依     ４位 

    

    

   ②第１回 FINAワールドシリーズ  イギリス大会・メキシコ大会・中国大会 

    コ ー チ   馬淵 崇英 

     トレーナー  田中 志保 

     選手 男子  寺内 健 

    ◇ イギリス大会  ９月１日～２日 イギリス：シェフィールド 

       成   績 

       男子  3m飛板飛込 寺内 健  ４位 

     ◇ メキシコ大会  ９月７日～８日 メキシコ：メキシコシティ 

       成   績 

       男子   3m飛板飛込 寺内 健  ４位 

   ◇ 中国大会    ９月１５日～１６日 中国：南京 

       成   績 

       男子   3m飛板飛込 寺内 健  ４位 

    

  ③第 5回アジア エージ選手権  ８月７日～１１日 インドネシア：ジャカルタ 

    コ ー チ  谷内 覚 、毒島 泰士、内藤 未妃 

    選手 男子  山田 晋吾、大久保 貴明、小林 和真 

    中原 敬二、倉知 慧、後藤 福寿  

       女子  小林 由佳 

    審 判 員   村越 爽江 

    成   績 

     1６歳―１８歳 

       男子  1m飛板飛込 小林 和真 ８位／大久保 貴明 １３位 

    3m飛板飛込 小林 和真  ６位／山田 晋吾  ８位 

          高飛込   大久保 貴明  ５位／山田 晋吾 １０位 

     Open Category 

男子  シンクロ高飛込  小林 和真 / 中原 敬二   ５位 
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１４歳―１５歳 

      男子  1m飛板飛込 中原 敬二 ６位 

          3m飛板飛込 中原 敬二   ５位／倉知 慧   ８位 

          高飛込   倉知 慧  ６位／中原 敬二   ７位 

      １３歳―１４歳 

       男子  1m飛板飛込 後藤 福寿   ７位 

          3m飛板飛込 後藤 福寿   ８位 

          高飛込   後藤 福寿   ８位 

        女子 1m飛板飛込 小林 由佳  ２位 

          3m飛板飛込 小林 由佳  ２位 

          高飛込   小林 由佳  優勝 

    

   ④第１６回ＦＩＮＡワールドカップ  ２月１９日～２４日  中国：北京 

     チームリーダー  末弘 昭人 

     ヘッドコーチ  馬淵 崇英 

     コ ー チ 野村 孝路、松本 行夫 

     トレーナー  田中 志保 

     選手 男子  寺内 健、岡本 優、村上 和基 

女子  山下 美沙子、中川 真依、浅田 梨沙 

   審 判 員   伊藤 正明、湯浅 よしの 

      

成   績 

       男子  3m飛板飛込 寺内 健    ９位／岡本 優３３位 

            高飛込   村上 和基  ４３位 

       女子  高飛込    中川 真依   ６位／浅田 梨沙  １６位 

            シンクロ高飛込    山下 美沙子 / 中川 真依  １１位 

  

以上 

 

３．水 球                                    

水球委員長代行 原    朗 

平成１９年度男子代表は、欧州強豪クラブに派遣している３選手を軸に、若手新戦力を多数加えたチーム

編成で「ワールドリーグ アジアオセアニアラウンド」を突破し、ファイナル進出を目標にした。また、２００２年

度から進めている「ジュニアからの一貫指導」により育成した選手編成で、「バンコクユニバーシアード大会」

「世界ジュニア選手権」に出場した。結果はワールドリーグについては第３位でファイナル進出ならず、中国

に対し僅差ながら２戦２敗であった。一方、ユニバーシアードは若手の活躍により、強豪ロシアをはじめて破り

６位入賞を果たした。次回大会にも参加できる選手が多数おり、メダル獲得に向けて強化を図りたい。また、

世界ジュニア選手権は、組み合わせの不運もあり１１位と終ったが、ベスト８をかけた地元アメリカ戦において

大観衆の中、互角の戦いができたことや、最終戦に欧州８位のスロバキアに勝利したことが若手選手の良い

経験となった。 

女子代表については、男子同様に「ワールドリーグ アジアオセアニアラウンド」を突破し、ファイナル進出

を目標にした。また同じく「ジュニアからの一貫指導」により育成した選手によるチームで「世界ジュニア選手
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権」に出場した。ワールドリーグの結果は、中国に１分１敗で男子同様第３位となりファイナル進出を逃した。

世界ジュニア選手権は、過去最高の１１位と小仲選手が得点王を獲得する活躍を見せた。 

男女とも昨年度の反省から、新ルールに対応した戦術の向上をテーマにしたが、欧州各国の進歩にはつ

いて行けなかった。これについては、外国人コーチを長期招聘して対応していきたい。また、体格に劣る現

状とルール変更によるハンディを克服するための更なる体力向上強化が重要となった。これは、水球能力基

準を確りと制定して、各所属での強化を促がして行きたい。 

２００８年度は「チャレンジ１０」の後半５年となる。国際大会に勝利するためには１点差勝負である。この事

は、選手が日頃から常に競い合っている環境が重要となる。この様な環境作りが強化のみならず、競技会等

あらゆる環境で生れる様、日本水球界一丸となって努力して行きたい。  

 

①ワールドリーグアジア大洋州予選 

大 会 名：水球男子ワールドリーグアジア大洋州ラウンド 

派遣期間：平成 19年７月２日～9日 

場   所：中国・上海 

役   員：チームリーダー 原 朗 

ヘッドコーチ 宮崎 昌樹 

コーチ  ゴラン＝サブリッチ 

総 務  黒田 克己 

トレーナー 岡田 隆 

帯同審判 若林 和人 

選   手：大島 仁  棚村 英行 長沼 敦  原口 泰博 

   柳瀬 浩喜 永田 敏  小林 浩司 松本 宗 

   青柳 勧 塩田 義法 佐藤 太一 西栫 尚史 

   柳瀬 彰良 星合 郊  坂本 将一 

 

日本戦の結果 

日本 ８̶10 中国  日本 14̶５ 中国B 

日本 ８̶12 オーストラリア  日本 ７̶11 中国 

日本 ８̶７ 中国B  日本 ３̶15 オーストラリア 

 

最終順位   １位 オーストラリア 

２位 中国 

３位 日本  

（中国Bはオープン参加） 

 

②ジュニア世界選手権 

大 会 名：男子ジュニア世界選手権大会 

派遣期間：平成１９年８月１４日～８月２８日 

場   所：アメリカ・ロングビーチ 

役   員： チームリーダー 原  朗 

監督  遠藤 卓也 

コーチ  北崎 匡 
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マネージャー 川上 哲 

帯同審判 槇橋 邦広 

選   手：棚村 英行 池本 亨史 染谷 将利 醍醐 裕也 

志水 裕介 柳瀬 浩喜 安田 陽一 高橋 庸孝 

松本 宗 若松 弘樹 山口 浩  堂下 直樹 

柳瀬 彰良 

 

日本戦の結果 

【予 選】 日本 6－17 ギリシャ  日本 9－14 イラン 

日本 6－18 セルビア  日本 10－6 ニュージーランド 

日本 6－18 オーストラリア 

【順位決定予備戦】 

日本 8－11 アメリカ  日本 8－9 ブラジル 

【順位決定戦】 日本 17－10 スロバキア 

 

■最終順位 日本 11位 

 

③ユース遠征 

大 会 名：スロバキア国際大会 

派遣期間：平成１９年７月２日～７月１０日 

場   所：スロバキア.トポルチャニー 

役   員： 監督 大本 洋嗣 

コーチ 長濱 哲也 

選   手： 棚村 克行 清水 直樹 木下 智貴 小山  優 

三浦 敏史 保田 賢也 大川 慶悟 石谷 啓輔 

根井 亮輔 広江 将飛人 近藤 祐貴 小高 友紘 

深川 晃一 

 

日本戦の結果  

日本  15  － 5 スロバキア 日本  9  － 10 オーストラリア 

日本  7  －  9 ハンガリー 日本 14 － 9 スロベニア  

 

■最終順位 日本 ３位 

 

④カデット遠征 

大 会 名：男子カデット遠征・スプリット合宿 

派遣期間：平成 19年 12月 15日～12月 24日 

場   所：クロアチア・スプリット 

役   員： コーチ   ゴラン・サブリッチ  

チームマネージャー 榎本 至  

アシスタントコーチ 佐藤 太一    
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選   手： 清水 直樹 小泉 拓也 加藤 健太 羽角 翔太 

   志賀 光明 按田 大成 三井田 誠 沼口 光 

   岩元 貴大 竹田 純  市川 雅浩 中村 光希 

   石山 治 戸張 真寿 

 

日本戦の結果 

クリスマストーナメントに参戦 

日本 13̶11 ポシュク  日本 18̶10 モルナール 

日本 10̶２ ヤドラン 

  

■最終順位 １位 日本  ２位 ポシュク 

３位 ヤドラン  ４位 モルナール 

 

⑤ワールドリーグアジア大洋州予選 

大 会 名：水球女子ワールドリーグアジア大洋州ラウンド 

派遣期間：平成 19年 5月 21日～6月 4日 

場  所：中国・天津 

役  員： チームマネージャー鈴木 雷天 

ヘッドコーチ 木村 文明 

総  務  潮崎 正一  

帯同審判  折笠 敬一 

選  手： 沼崎 未希 山崎  茜 中野 由美 曲山 紫乃 

岡村  幸  宇田川 佑里子 小川 沙希 行天 朋加 

河崎 茉里 小中 美沙 矢作 美香 吉田 奈央 

冨山 薫美子 

 

日本戦の結果 

中国 ８－６ 日本   日本 １３－９ ニュージーランド  

日本 ２－１９ オーストラリア  中国 ７－７ 日本 （ＰＴ５－４） 

日本 １１－１０ ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ  日本 １－１３ オーストラリア 

■最終順位 日本 ３位 

 

⑥ジュニア世界選手権アジア予選 

大 会 名：女子ジュニア世界選手権アジア予選 

派遣期間：平成１９年５月２１日～５月２６日 

場   所：中国・天津 

役   員： ヘッドコーチ  永田 研史 

コーチ兼生活担当 斉藤 好史 

選   手： 冨山 薫美子 阿部 麻里奈 平山 緑  杉田 実咲 

安本 智恵 曲山 紫乃 小川 沙希 竹山 智美 

行天 朋加 小中 美沙 藤野 真奈美 西尾 彩香 

久保田 愛美 
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日本戦の結果 

日本 ９－９ ウズベキスタン  中国 ４－１３ 日本 

日本とウズベキスタンが同率のためPTが行われ、5-3で日本が勝利。 

 

■最終順位 日本 ２位 

 

⑦ジュニア世界選手権 

大 会 名：女子ジュニア世界選手権本大会 

派遣期間：平成１９年７月１９日～７月３１日 

場   所：ポルトガル・ポルト 

役   員： ヘッドコーチ  永田 研史 

コーチ兼生活担当 斉藤 好史 

選   手： 阿部 麻里奈  平山 緑 杉田 実咲 安本 智恵 

曲山 紫乃  小川 沙希 上羽 千裕 行天 朋加 

小中 美沙  藤野 真奈美 久保田 愛美 大島 千佳 

 

日本戦の結果 

日本   7  － 14 オランダ  オーストラリア  23  － 5 日本  

日本  22  －  7 プエルトリコ アメリカ  23  － 5 日本  

日本  17  － 18 カナダ  日本  10  －  9 ドイツ 

 

■最終順位 日本 １１位 

 

 

 

４．シンクロ                                     シンクロ委員長 金子 正子 

   シンクロ競技の平成 19度の競技力向上事業は、4月メルボルンで行われた「世界選手権」から始まった。

その 3 ヶ月前のドーハでのアジア大会で中国に負けて迎えた世界選手権に賭ける思いは並々ならないもの

であったが、強化体制一丸となった戦いの末、7 種目中 6個のメダル（銀 2個、銅 4個）を取得し、好成績に

終わることが出来た。ナショナルトップチームはオリンピック強化体制に入り、それ以降国内強化に切り替え、

身体作りと、運動能力を上げる強化に邁進、ＪＩＳＳを拠点にグアムの国外合宿を一回含めオリンピックの作品

作りを行った。オリンピック選手選出は9月に第１次選考会、12月に第2次選考会を実施、代表選手を決定し

た。それに続くナショナルＢチーム強化にも力を入れ、6 月にはスイスオープンへ遠征、ソロ、フリーコンビネ

ーションで優勝、チーム 2位の成績を納めることができた。更に 10 月にはブラジルで行われた「ワールドトロ

フィー」にＢチームが出場し、トップ国争いの中でデュエツト５位、チーム 4 位、フリーコンビネーション５位の

成績を納め、Ｂチームとしては大きな経験をした。また、ジュニアナショナルは、インドネシアで開催された｢ア

ジアＡＧ大会｣へ 16－18 才の部に選手を送り、ソロ、デュエツト、チーム共に優勝することが出来た。ここには

英才教育対象選手が育ち、大型選手ぞろいの頼もしいチームを結成することが出来た。また、12 月には一

貫指導英才教育対象選手の中から 2 名の選手がチエコ・プラハの国際大会へ出場し、フイギュア、デュエツ

トともにトップに立ち優勝し、これもまた大きな経験を積む事ができた。競技者育成プログラムのバッジテストも

3年目を迎え、19年度は全国 15箇所で検定を実施し、延べ 3593名の合格者を出し順調にその任を遂行し

ている。2010 年からの競技会出場資格への導入の実行を控えて、益々活性化していくと思われる。更に 20
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年度には内容の 1 部改善も実施、全国育成強化の柱として発展させていく。オリンピック強化とともに、五輪

後のナショナル強化、長期育成強化ともに活動できた年であった。 

 

（１） 国際競技大会 

(ア) スイスオープン 

7月 15日～24日（スイス･チューリッヒ） 

チームリーダー 中村 鈴子  

ヘッドコーチ 鵜飼 美保  

コーチ  梁瀬 千鶴 

トレーナー 大金 ユリカ 

審判員  樋口 恵好 本間 三和子 

 選手  石黒 由美子 足立 夢実 荒井 美帆 木村 紗野 

中村 麻衣 木村 真野 乾 友紀子 小林 祐加子 

上南 侑生 大原 奈津希 柴田 亜耶 川合 結万 

 成績（月刊水泳8月号 vol.373） 

 ソロ  1位 石黒 由美子 

 デュエット  4位 木村 真野・木村 紗野 

 チーム  ２位  

 フリーコンビネーション １位 

 

(イ) ワールドトロフィー 

10月 12日～14日（ブラジル・リオデジャネイロ） 

チームリーダー 中村 鈴子  

ヘッドコーチ 鵜飼 美保  

 選手  足立 夢実 荒井 美帆 小西 貴子 小林 祐加子 

木村 紗野 木村 真野 中村 麻衣 乾 友紀子 

 成績  １位 ロシア ２位 スペイン ３位アメリカ ４位 日本 

 

(ウ) アジアエージグループ選手権 

８月 26日～30日（インドネシア・ジャカルタ） 

ヘッドコーチ 片山 満津芳  

コーチ  内田 まゆみ 傍示 桃子 吉田 美保 

帯同審判  齋藤 由紀 鷲見 朗子 

 選手  乾 友紀子 大原 奈津希 横山 愛実 酒井 麻里子 

   飯田 咲紀 糸山 真与 小野 茜 箱山 愛香 

   杉山 美紗 岡野 真己 

 成績 

 ソロ  １位  乾 友紀子 

デュエット  1位  飯田・酒井組 

チーム  １位 
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(エ) プラハ国際大会 

12月 6日～7日（チェコ・プラハ） 

チームリーダー 齋藤 由紀 

コーチ  花牟礼 雅美 

選手  三井 梨紗子 木村 叶 

成績（月刊水泳1月号 vol378） 

デュエット  1位 三井・木村組 

フィギュア 1位 三井 梨紗子 2位 木村 叶 

 

 

（２）審判員研修会・講習会・バッジテスト・シンクロ科学技術活動 

① 競技者育成プログラムバッジテスト 

大阪会場①（なみはやプール）  ６月１７日  受験者194名 

大阪会場②（京都アクアアリーナｰ）  ６月２９日  受験者 50名 

東京会場（東京辰巳国際水泳場）  ９月２４日  受験者180名 

 

② 競技者育成プログラム一貫指導エリート教育対象競技者オーディション 

オーディション：国立スポーツ科学センター ９月２４日  受験者５７名 

       合格者４名 

合宿活動 第 1回 10月 12日～14日（2泊 3日） 

    第 2回 11月９日～１１日（2泊 3日） 

   第 3回 12月 24日～27日（3泊 4日） 

③ 科学技術活動 

ナショナルチーム・エリート教育・強化選抜選手への栄養・体力サポート 

ルーティン・スキル分析サポート（分析・映像フィードバック） 

成人身長予測プログラムの開発 

シンクロウエブサイト開設・運営（JISS情報研究部プロジェクト協力） 

アンチドーピング活動・その他 

 

 

 

 

５．医・科学                         医・科学委員長  野村 照夫 

医事部は、救護、強化支援、アンチドーピング、教育・普及、総務の担当者を明確にし、日本選手権、ジュ

ニアオリンピック、学生選手権等の国内主要競技会における救護、ユニバーシアード、世界競泳等の国際競

技会への医師帯同・トレーナーの派遣、180検体全て陰性であったドーピングコントロールの実施や薬剤相

談FAX対応など、計画的に業務を遂行できた． 

科学技術部は、日本選手権、世界競泳、ジュニアオリンピック夏季、ジャパンオープン（短水路）における

レース分析など競技力向上に関する調査研究をほぼ完遂することができた。また、オリンピック準強化選手の

合宿（三重および静岡）において水中映像提供を行い、新潟、北海道、群馬、京都、和歌山など地域におけ

る水中映像フィードバック、講義、ディスタンス大会の映像提供などジュニアの競技力向上に関する科学サポ

ートを拡大した。さらに、北京オープンへも委員およびスタッフを派遣し、レース分析およびプール環境の調

査等を行うなど科学支援を充実させた。 

教育・啓発活動として、第20回日本水泳ドクター会議（東京）、第17回日本水泳トレーナー会議（東京）第
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11回日本水泳科学研究会（神奈川）、医学生・若手医師のためのスポーツ医学・健康医学セミナーなどによ

って、水泳の医・科学に関する情報交流および若手の育成を行った。 

医・科学事業を持続的に行うために、若手の育成、関係各委員会との連携、危機管理体制の確立などが

課題として挙げられる。 
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４．国 際 交 流 関 係 （寄附行為第 4条－11） 

 

１．FINA（国際水泳連盟）関係 

  （１）理 事 会  （2/7～8：スイス･ローザンヌ）    古橋 廣之進   

  （２）そ の 他 

FINA シンクロ講習会：講師（4/27～29：豪州・ブリスベーン） 本間 三和子    

      FINA ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｼﾄﾞﾆｰ大会・ﾃﾞﾚｹﾞｰﾄ（11/2～3：豪州・ｼﾄﾞﾆｰ） 緒方 茂生       

 

２．AASF（アジア水泳連盟）関係 

（１）総会 （10/30：中国・マカオ）     古橋廣之進・佐野 和夫 

（２）理事会 （10/31 中国・マカオ）     古橋廣之進・佐野和夫・本間三和子  

（３）競技会 

     ･アジアエージグループ選手権（8/26～30：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｼﾞｬｶﾙﾀ） 古橋廣之進  

 

３．派遣 及び 招聘 

（１）派  遣 

    ･総合大会 

① ユニバーシアード大会（8/11～17：タイ・バンコク） 審判（飛込）：伊藤 正明・湯浅 よしの 

（水球）：大島  明・牧野 和彦 

   ②アジアエージグループ選手権 

■競泳・シンクロ（8/26～30：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｼﾞｬｶﾙﾀ）  審判（競泳）：藤田 博 

（ｼﾝｸﾛ）：斉藤 由紀・鷲見 朗子 

      ■飛込（8/7～11：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｼﾞｬｶﾙﾀ）   審判（飛込）：村越 爽江                 

 （２）競技大会 

   ・飛込 

①ＦＩＮＡ飛込グランプリ大会 

     ■カナダ大会（5/3～6：カナダ・モントリオール）  審判：伊藤 正明・高橋 亜紀  

     ■アメリカ大会（5/10～13：ｱﾒﾘｶ･ﾌｫｰﾄﾛｰﾀﾞﾃﾞｰﾙ） 審判：高橋 亜紀       

   ②FINA飛込ワールドカップ（2/19～25：中国・北京）  審判：伊藤 正明・湯浅よしの  

  ・水球 

① 男子ｼﾞｭﾆｱ世界選手権・ｱｼﾞｱ予選（4/20～24：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 審判：槙橋 邦広    

② 女子ﾜｰﾙﾄﾞﾘｰｸﾞｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱﾗｳﾝﾄﾞ 

（5/29～6/3：中国・天津） 審判：折笠 敬一    

③ 男子ﾜｰﾙﾄﾞﾘｰｸﾞｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱﾗｳﾝﾄﾞ（7/3～8：中国・上海） 審判：若林 和人     

④ 男子ジュニア世界選手権（8/14～28：ｱﾒﾘｶ・ﾛﾝｸﾞﾋﾞｰﾁ） 審判：槙橋 邦広    

  ・シンクロ 

   ①スイスオープン（7/19～22：スイス・ﾁｭｰﾘｯﾋ）  審判：本間三和子・樋口 恵好 
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②チェコプラハ国際（12/8～9：チェコ・プラハ）  審判：樋口 育子                     

 

（３）研修会 

  ①ＡＳＣＡコーチクリニック （9/4～8：ｱﾒﾘｶ･サンディエゴ） 村松さやか       

  ②FINA競泳審判セミナー（1/27～28：中国・北京）   江口 和美           

  ③FINA飛込審判セミナー(4/5～7：東京)  伊藤 正明・高橋 亜紀・松本 行夫 

金戸  幸・清水 国重・村越 爽江 

大塚奈保美・湯浅よしの・中島 勝司 

安永 三郎・鈴木 洋子・富  泰宏 

小谷理貴子・山岸  勲・安田千万樹 

野村 孝路・馬淵 崇英 

④ＦＩＮＡ水球審判セミナー（5/29～31：中国・天津）    大島  明・福元 寿夫・井上 嘉隆 

黒田 克己・南  隆尚 

      （10/12～14：ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・ﾏﾆﾗ）  牧田 和彦・潮崎 正一                  

  ⑤ＦＩＮＡシンクロジャッジ・コーチセミナー   

         （11/22～25：東京）    市橋 晴江・樋口 恵好・本間三和子 

斉藤 由紀・樋口 育子・山田 智子 

鷲見 朗子・田中 洋子 

 

（４）視察 

  ①北京五輪視察（6/8～10：中国・北京）   林  利博・佐野 和夫     

  ②北京五輪合宿地視察（5/3～5：韓国・チェジュ）  上野 広治     

  ③ヨーロッパ選手権視察（3/18～24：オランダ・ｱｲﾝﾄﾌｫｰﾍﾝ） 上野 広治・村松さやか    

  ④世界選手権事前合宿地視察（3/25～26：ルクセンブルグ） 上野 広治・村松さやか 

  ⑤パンアメリカンゲームス視察（7/21～22：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ）上野 広治     

  ⑥高地トレーニング合宿視察（７/25～28：アメリカ・ﾌﾗｯｸﾞｽﾀｯﾌ） 上野 広治     

  ⑦パリオープン大会視察（8/2～5：フランス・パリ）  上野 広治 

  ⑧水球クロアチア視察（11/15～19：クロアチア・スプリット） 宮崎昌樹・黒田克己 

  ⑨シンクロローマオープン大会視察（5/31～6/5：ｲﾀﾘｱ・ﾛｰﾏ） 金子正子・小川眞佐代・靍久由利子 

  ⑩シンクロ合宿地視察（8/8～９：韓国・チェジュ）  金子正子 

 

（５）その他 

  ①ｼﾝｸﾛﾛｼｱｺｰﾁ招聘（8/12～20：東京＆2/10～17：東京） Gana Maximova 

  ②水球コーチ招聘（6/14～7/1：東京）   Goran Sablic 

  ③Japan Open テクニカルデレゲート(2/23～24:東京)  Pipat Paniangvait，Woon Sui Kut 
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５．競 技 事 業 （寄附行為第4条－４） 

 

（１）競技                                            競技委員長   安部 喜方 

平成１９年度の代表的な競技事業は、競泳の「世界競泳２００７イン ジャパン」である。日本選手権（競泳）を千葉

県国際総合水泳場で行い、引き続き８月に世界競泳２００７を開催した。 

ジャパンオープンと日本選手権において、実技研修を終了した全国から１６名の競技委員長が派遣役員として

競技会に参加した。 

大会期間中、全国競技委員長会議を開催し、ＦＩＮＡ講師によるセミナーを行った。その後、国際競技大会を観

戦し、全国の競技会のレベルアップにつなげた。 

飛込は、４月に行われた室内選抜飛込競技大会期間中に、ＦＩＮＡ役員講習会を開催した。シンクロは、１１月に

ＦＩＮＡジャッジスクールを開催し、それぞれ審判員のレベルアップを図った。また、水球は、将来の競技力向上に

むけ、２０年度にＦＩＮＡワールドリーグ アジア・オセアニアラウンドを誘致し開催することを企画した。 

開催都道府県・場所

　　　　　　　　　　競技会名 開催日時

参加団体・参加者数（男女別）

室内選抜飛込競技大会 東京･東京辰巳国際水泳場

兼国際大会代表選手選考会 ４月６日(金)～８日(日）

団体（32）男子(２６名)・女子(２２名）

第83回日本選手権水泳競技大会(競泳競技） 千葉県・千葉県国際総合水泳場

兼第24回ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ競技大会代表選手選考会 ４月5日(木)～８日(日）

兼世界競泳2007代表選手選考会 団体（267)男子(360名）女子(363名）

東京都・東京辰巳国際水泳場

第83回日本選手権水泳競技大会(シンクロ競技） ５月２日(水)～５日(土）

団体(18)女子(264名)・海外12ｶ国44名

東京都･東京体育館屋内ﾌﾟｰﾙ

第８３回日本選手権水泳競技大会(水球競技） ６月２９日(木）～７月１日（日）

団体（８)男子(114名）

東京都･東京体育館屋内ﾌﾟｰﾙ

第２４回全国女子水球競技大会 ６月２９日(木）～７月１日（日）

団体（８)女子(115名）

第84回日本選手権水泳競技大会(飛込競技） 大分県･別府市営青山ﾌﾟｰﾙ

兼国際大会代表選手選考会 8月3日(金)～5日(日）

団体（35)男子(33名）女子(35名）

東京都・東京辰巳国際水泳場

第24回日本ﾏｽﾀｰｽﾞ水泳選手権大会 7月13日(金)～16日(月）

団体(1222）男子（3542名)女子（3140名）

千葉県・館山市北条中央海岸

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ　ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ2007館山 7月15日(日）

3Km91名・10km47名･ﾘﾚｰ11ﾁｰﾑ

千葉県・館山市北条中央海岸

第11回館山国際ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾑﾚｰｽ 7月16日(月）

3Km278名・1km229名･ﾘﾚｰ47ﾁｰﾑ

大分県･別府市営青山ﾌﾟｰﾙ

第58回日本実業団水泳競技大会 8月4日(土）～5日(日）

団体(346)男子(1615名)女子(272名)

兵庫県･神戸市ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

第54回全国国公立大学選手権水泳競技大会 8月8日（水)～9日(木）

団体(79)男子（446名)女子（226名）

東京都・東京辰巳国際水泳場

日本ｼﾝｸﾛﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ2007 8月8日(水)～11日(土）

団体（29）女子（287名)

平成19年度(２００7年）競技会開催実績
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佐賀県･佐賀県総合運動場水泳場

第75回日本高等学校選手権水泳競技大会（競泳競技） 8月17日(金）～20日(月）

団体(399)男子（918名)女子（813名）

佐賀県･佐賀県総合運動場水泳場

第75回日本高等学校選手権水泳競技大会（飛込競技） 8月17日(金）～20日(月）

団体(40)男子（30名)女子（23名）

佐賀県・佐賀県立佐賀東高校

第75回日本高等学校選手権水泳競技大会（水球競技） 8月17日(金）～20日(月）

団体(20)男子(258名）

岩手県・盛岡市立総合ﾌﾟｰﾙ

第47回全国中学校水泳競技大会（競泳競技） 8月21日(火）～23日(木）

団体(595)男子(669名)女子(720名)

岩手県・盛岡市立総合ﾌﾟｰﾙ

第47回全国中学校水泳競技大会（飛込競技） 8月21日(火）～23日(木）

団体（71)男子(48名）女子(47名）

東京都・東京辰巳国際水泳場

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8月26日(日）～30日(木）

　　　　　　　　　　　　　　　　（競泳競技） 団体（866)男子(1902名)女子(2056名)

東京都・東京辰巳国際水泳場

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8月27日(月)～30日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　（飛込競技） 団体(45)男子(63名)女子(78名)

岡山県･児島地区公園水泳場

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8月26日(日）～30日(木）

　　　　　　　　　　　　　　　　（水球競技） 団体(81)参加数(942名)

大阪府･府立門真ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8月27日(月)～30日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　（ｼﾝｸﾛ競技） 団体（29）女子（461名)

東京都･東京辰巳国際水泳場

第83回日本学生選手権水泳競技大会(競泳競技） 9月7日(金）～9日(日）

団体(99)男子(784名)女子(498名)

福島県･郡山ｶﾙﾁｬｰﾊﾟｰｸﾌﾟｰﾙ

第83回日本学生選手権水泳競技大会(飛込競技） 9月8日(土）～　9日(日）

団体13)男子（23名)女子(16名)

神奈川県･相模原市立総合ﾌﾟｰﾙ

第83回日本学生選手権水泳競技大会(水球競技） 9月21日（木)～24日(日）

男子(22団体・270名）女子(5団体・53名）

秋田県･秋田県立総合ﾌﾟｰﾙ

第62回国民体育大会水泳競技大会（競泳競技） 9月30日(日)～10月3日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　 団体（47)男子(682名)女子(539名)

秋田県･秋田県立総合ﾌﾟｰﾙ

第62回国民体育大会水泳競技大会（飛込競技） 9月30日(日)～10月2日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　 団体（35)男子(50)女子(50)

秋田県･秋田県立総合ﾌﾟｰﾙ

第62回国民体育大会水泳競技大会（水球競技） 10月5日(金)～8日(月）

団体（16)男子(207名)

秋田県･秋田県立総合ﾌﾟｰﾙ

第62回国民体育大会水泳競技大会（ｼﾝｸﾛ競技） 10月4日(木)

団体（20)女子(40名)

東京都・東京辰巳国際水泳場

ｼﾝｸﾛ　13･15歳ｿﾛ・ﾃﾞｭｴｯﾄ大会 平成20年1月26日(土）

団体16）女子（40名)

東京都・東京辰巳国際水泳場

ｼﾝｸﾛ　ﾌｨｷﾞｭｱﾄﾗｲｱﾙ2007 平成20年1月27日(日）

団体（23）女子（56名)

東京都・東京辰巳国際水泳場

第49回日本短水路選手権水泳競技大会 平成20年2月23日(土)･24日(日）海外7カ国18名

Japan Open2008 団体(269)男子(344名)女子(329名）  
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東京都・東京辰巳国際水泳場

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ春季水泳競技大会 平成20年3月27日（木)～30日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　（競泳競技） 団体(1002)男子(2715名)女子(2550名）

千葉県・千葉県国際総合水泳場

第30回全国JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ春季水泳競技大会 平成20年3月27日（木)～30日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　（水球競技） 団体(85)参加者(1046名)

千葉県･千葉県国際総合水泳場
世界競泳2007インジャパン 8月21日(火）～24日(金）

33カ国･選手298名・役員185名  

 

（２）学生                                            学生委員長 山重 美登士 

１、日本学生選手権大会 

第83回日本学生選手権水泳競技大会は、９月7日・8日・9日の３日間、東京辰巳国際水泳場において、東京

都水泳協会・財団法人日本水泳連盟学生委員会関東支部の主管により開催された。 

競泳競技、男子は、日本大学が昨年に引き続き天皇杯を獲得した。女子は、昨年に引き続き鹿屋体育大学が

奥野杯を獲得した。日本記録３個・大会新記録13個を樹立した。日本新記録は、鹿屋体育大学が200mリレーで、

日本大学・佐藤久佳選手が100m自由形で、神奈川大学・種田恵選手が200m平泳ぎでそれぞれ樹立した。参加

状況は、出場校男子・女子合わせて１０７校、参加人数男子786名・女子501名、エントリー数リレー231種目・個

人1572種目で行なった。 

飛込競技は、９月８日・９日の２日間福島県郡山カルチャープールにおいて、福島県水泳連盟の主管により開

催された。男子は、日本体育大学が優勝、女子は、日本大学が優勝した。 

参加状況は、出場校13校、参加人数男子21名・女子16名、エントリー数男子38名・女子31名であった。 

水球競技は、９月２１日～２４日の４日間、相模原総合水泳場・千葉県国際水泳場を会場に開催され、男子２２

チーム女子４チームが熱戦を繰り広げた。決勝は日本大学対日本体育大学の対戦となったが、日本体育大学が

10年連続31回目の優勝を飾った。 

２、全国国公立大学選手権大会 

第54回全国国公立大学選手権水泳競技大会は、8月・８日・９日の2日間、神戸市立ポートアイランドスポーツ

センターにおいて、兵庫県水泳連盟・財団法人日本水泳連盟学生委員会関西支部の主管により開催された。男

子は筑波大学が優勝・女子は鹿屋体育大学が優勝した。大会新記録男子3個を樹立した。 

参加状況は、出場校79校、参加人数：男子446名、女子226名、エントリー数：男子589名、女子402名、リレ

ー：男子100種目、女子65種目で行なわれた。 

 

 

（３）ジュニア                                       ジュニア委員長   鈴木 浩二 

平成19年度は夏季大会・春季大会ともに第30回を記念する大会であった。近年の標準記録改定は、底辺の拡

充に重点を置き、50mにつき 0.1秒の上げ幅であり、毎年100種目にわたる記録改定を繰り返しても、選手のレベ

ルアップがそれを上回り、増員を続けることになった。19 年度では、これまでの『底辺拡充』から、『ゆとりある競技

会の実現』を図ることとし、その上げ幅を 0.2 秒に広げた。その結果これまで増大を続けた参加者が、夏季大会は

昨年比約200名の減少、春季大会は昨年比約240名の減少となった。 

即時公認の大会となり、新記録数が減少するという懸念もあったが、夏季大会は、高校新記録６、中学新記録２・

大会新記録 39 という成績であり、春季大会では、日本新記録１、高校新記録６、中学新記録５・中学タイ記録１、学

童新記録２、大会新記録28・大会タイ記録１という素晴らしい成績であった。共にこれまで希薄であった 13～14歳

区分が徐々に充実し、その影響が中学生・高校生全体におよび、レベルの高い競技会となった。 

また 30 回を記念して、夏季大会・春季大会ともに記念ピンバッジを贈ると共に、各年齢区分・各泳法・男女別 32

名に対し『記念表彰』を実施、贈呈した。 
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６．指導者養成事業関係 （寄附行為第 4 条－2） 

 

  指導者養成事業担当   設楽 義信 

平成１９年度の指導者養成事業は順調に進捗して成果の向上がみられた。水泳教師委員

会については、ＳＣ協との共同事業のタイアップ化を図り新体制の中で有意に発展させた。地

域指導者委員会では，全国地域指導者（普及）委員長会議で，普及における事業の共通理

解を図り、AED 特別研修会を全国８地区で実施した。競技力向上コーチ委員会は，例年どお

り数多くのハイレベルな研修会・新規養成講習会を実施し，コーチ資格者の育成や資質向上

に努めた。 

水泳競技は指導者の育成が原点であり，三委員会では質の高い幅広い指導者の養成を目

指して努力していく所存である。 

 

（１） 地域指導者委員会    地域指導者委員長 宮本 憲二 

     ＊ １１．合宿・指導・講習・研修関係 参照 

 

（２） 競技力向上コーチ委員会   競技力向上コーチ委員長  設楽  義信 

     ＊ １１．合宿・指導・講習・研修関係 参照                                  

 

（３） 水泳教師委員会     水泳教師委員長  澁谷 俊一 

     ＊ １１．合宿・指導・講習・研修関係 参照   

 

 

 

７．生涯スポーツ・普及事業  

 

生涯スポーツ・普及事業担当 山本 浩 

平成１９年度の事業は、一部１８年度の継続部分を挿入し「対象者の領域が広く且つ多面

的要素を鑑み関係者に活動の主旨や目的の理解度を図り、活動内容を充実する」ことを目標

に掲げ、合わせて地域スポーツ（市町村単位）の活性化と、他関係団体との融合性を含めそれ

ぞれの分野での活動を実施した。 

実施項目の中で、選手育成の一環としての地域の活動実績に対し表彰を行い、１０年目を

経過した泳力検定では、合算実績を考慮し合わせて表彰を行った。日本スポーツマスターズ

大会では、連盟独自で男女総合成績とプラス貢献度も配慮し、最優秀・優秀団体として加盟

団体を表彰し、今後の参加者の増員にも繋げることを配慮して実施した。 

 

 

1.日本泳法委員会                         日本泳法委員長  八木沼 正彦 

日本泳法委員会は各流派が地域に根ざして活動できるように保存と普及を目指し発祥した

場所、游泳人口の多い地域の振興に資するため、今年度は小堀流発祥の地であり、古閑

現師範のいる熊本と游泳人口の減少に悩む観海流を発祥の津市近郊鈴鹿に訪ねた。 

 

①第５２回日本泳法大会の実施 

平成１９年８月１８日・１９日の二日間、熊本・アクアドームくまもとにおいて日本泳法大会を開

催した。九州での大会開催は２回目で、九州地区の流派の参加者が増加したが、北海道、

関東、中部などからの参加者が減少し、全体では参加者が１００人程度少なかった。 

②第５７回日本泳法研究会 

平成２０年３月２２日・２３日の両日、「観海流」を研究課題として三重県鈴鹿「フラワーガーデ
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ンホテル」で講義、三重県営鈴鹿スポーツガーデン水泳場において実技の披露が行われた。

津市の無形文化財の指定を受けている観海流は、長距離を泳ぎ渡ることを主としているが、

昨今遊泳場所の阿漕が浦周辺が開発により環境の変わり、十分に泳げる状況にないことが

気にかかる。従って、伝統を継承する若手が育っていないため、今後注目していく必要があ

ると考える。 

③審判員の研修 

１８年度からの継続で、各流派の映像を使用した研修を３流派ずつ二回にわけて実施した。

これまでは各流派の基本技についての研修であったが、今後は泳ぎの種類を増やし、研修

を続けていく予定。また、審判員毎の採点ヒストグラムの分析を提示し、個人の審判力の強

化と倫理観を養っていくプログラムを継続させたい。 

④広報体制の強化 

日本泳法のとっかかりが見いだせないという一般の方々からの問い合わせが続くため、映画

「よみがえる日本泳法」を DVD 化し、都道府県の主な図書館および各流派に縁の深い地域

の図書館など約１００カ所に寄贈した。 

また、メディアからの取材の度に、日本泳法を説明する素材が必要だとする広報担当者の要

望により小冊子を作成、配布を開始した。 

 

 

2.生涯スポーツ委員会                       生涯スポーツ委員長  山本 浩 

年度当初より、日本スポーツマスターズ大会・泳力検定、両事業の全加盟団体参加へのア

ピールを、（社）日本マスターズ協会の支援を頂き、「ちらし」並びに参加募集の文書を作成

し配布を行った。 

同時に、本年より実施する表彰制度の実施内容の確認と、推薦書等の作成を早期に仕上

げ理解を深めた。新しい事業の為、今後さらに改善を進めていきたい。 

 

① 泳力検定 

 ・泳力検定 実績数認定書発行  ３４，２４８名（詳細別添） 

 ・特別泳力検定会  茨城県 ８月１２日／千葉県 １０月８日／長野県 １０月１４日 

  多少の問題点はあるものの、泳力検定制度に対する理解度は高まった。 

 ・泳力検定表彰   １６団体 

 

② 日本スポーツマスターズ滋賀大会２００７の実施（日体協委託事業） 

・９月１４日（金）代表者会議・総合開会式 

・９月１５日（土）競技１日目・木原光知子水泳教室 

・９月１６日（日）競技２日目 

主管県滋賀、並びにブロックから多数の参加あり ４７０名 

水連独自の考えで、最優秀団体・優秀団体を表彰した 

最優秀団体 神奈川県水泳連盟 

優秀団体  千葉県水泳連盟・滋賀県水泳連盟 

③ 普及関係 

・選手育成の一環としての地域の活動実績に対し表彰を行う １６団体 

 

 

3.オープンウォータースイミング委員会               ＯＷＳ委員長  鷲見 全弘 

ＯＷＳの安全で健全な発展のために必要な普及活動と、競技力向上に必要な企画・立案・

調査活動を実施した1年であった。 
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①ＯＷＳジャパンオープン2007館山／第11回館山オープンウォータースイムレースの実施 

日 時：平成19年7月15日、16日 

場 所：千葉県館山市北条海岸 

要 点：台風4号の影響で中止 

 

②湘南オープンウォータースイミング２００７の支援 

日 時：平成19年8月11日、12日 

場 所：神奈川県藤沢市、鎌倉市、逗子市一帯 

参加者：1449名 

要 点：審判業務およびレースディレクト業務を担当、完遂 

  

③ＯＷＳスイムクリニックの実施 

期 間：平成19年4月22日～9月1日 

場 所：プール…ウォーターメイツスイムクラブ横浜校殿、千葉国際総合水泳場殿、

近畿大学殿 

           海………神奈川県逗子海岸、兵庫県須磨海岸、兵庫県姫路市家島 

参加者：111名 

要 点：講義・座学（基礎知識の習得）と実技（基本的なＯＷＳスイムテクニックの体

得）を実施。全国に拡大するＯＷＳ大会の状況に応じて、初めて関西地区

でもクリニックを実施 

 

④加盟団体が主催するＯＷＳ大会の支援 

１）うたせオープンウォータースイミングｉｎあしきた 

日 時…平成19年7月16日 

場 所…熊本県芦北町芦北海岸 

主 催…熊本県水泳協会 

要 点…競技運営支援 

２）ひめじ家島オープンウォータースイミング大会 

日 時…平成19年9月2日 

場 所…兵庫県姫路市家島諸島 

主 催…兵庫県水泳連盟 

要 点…競技運営支援  

 

⑤競艇場の調査 

   競艇場を活用したＯＷＳ競技の大会・練習会・記録会などの実施可能性について現地

調査 

   調査場所…浜名湖競艇場（平成19年9月28日実施）、多摩川競艇場（平成19年10月

5日実施）、平和島競艇場（平成19年10月18日実施） 
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８．総 務 事 業 （寄附行為第 4 条－５） 

 
                                  総務事業担当  泉 正文 

総務事業としては、平成１９年度は各委員会との連携を強め、北京オリンピックの好成績に

つなげるための諸事業に積極的に取り組むことを目標とした。特に、情報システム委員会を中

心に競技人口の拡大・管理を図るために、競技者登録方法の変更及びＷｅｂでの登録システ

ムの本格稼動を実施したが、プログラムの不具合が多数発生し多くの方にご迷惑をおかけした

事を改めて陳謝したい。また、３日以内の大会結果報告率は大幅に改善したが、記録管理の

精度に問題があり大きな課題が残った。 

広報委員会は、月刊水泳の内容を充実させるため、ブロック毎に担当者を決め情報ネットワ

ークを構築すべく取り組んだが、完全配置ができず次年度に持ち越しをした。ホームページのタ

イムリーな更新は作業体制も整い、ほぼ目標を達成しアクセス数も飛躍的に伸ばすことができ

た。 

また、新体制で臨んだ施設用具委員会のプール公認については、現状に即した運用システ

ムを目指しスムーズな審査業務ができた。但し、年度目標であった公認推薦器具の開発には

手をつけることができず課題が残った。 

総務委員会については、安定的な財源確保のため免税募金の広報ＰＲ活動を展開したが、

思ったほどの成果が上がらず厳しい現状であった。公認推薦制度についても、事業撤退等の

事由で公認推薦を辞退する企業があり、ここ数年減少傾向が続いている。ＪＯＣ肖像権を中心

としたマーケティング収入は安定。オフィシャル３社とのサプライャー契約も順調に推移しており、

全体的には競技力向上を支える財源の確保が図られた。 

 

 

１．広報委員会                                  広報委員長 坂元 要 

「月刊水泳」の発行事業については、水泳連盟主催の主要競技大会の結果報告と水泳連盟

の各種活動内容をタイムリーに情報伝達するように心掛け、内容充実に努めた。しかし、定期発

行（毎日 25日）については、発行日が遅れることもあり反省する点があった。予算面については、

制作・印刷業務の見直しを行い、経費削減の効果をあげることが出来た。 

ホームページの活用促進については、運営・管理を委託している業者との連携がスムーズに

なり、主要大会の開催告知や各委員会からの情報アップ、そして水泳連盟と加盟団体等の内

部情報伝達、関係企業・団体との広範な情報活動が迅速にできるようになった、アクセス数にお

いては、水泳関係者や水泳愛好家をはじめ国民一般からのアクセスがあり、1 ヶ月間での最高ア

クセス数が 414,440 件あり、月平均では昨年を約 10,000 件上回る 268,000 件あった。 

今後も引き続き両事業に重点をおき、より良いものにしていく予定である。 

 

 

２．施設用具委員会                            施設用具委員長 岡本尭生 

前年度に引き続き、プール公認規則改定内容について周知徹底を図るとともに、ＦＩＮＡの

ルール改訂にあわせ、コースロープの配色、床面のクロスラインの設置等についても、指導を行

ってきた。さらに委員会の増強を実施し、プール公認審査事務の円滑化を推進中であり、今後

も重点的に取り組んでいく予定である。 
（施設用具委員会事業） 

① プール公認規則等の整備  
② プール施設の公認  
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③ プール用器具の公認・推薦  
④ プール施設およびプール用器具の研究・開発  

 

 

３．情報システム委員会                        情報システム委員長 須永 孝 

 ２００７年度４月から新競技者登録制度が実施され、これに合わせて競技者登録・大会エント

リーシステムの使用を開始した。このシステムはインターネットを利用して、従来の Windows 版よ

り使い易くしたものである。即ちパソコンへのシステムのインストール等が不要であり、インターネ

ットが使えれば２４時間３６５日「何時でも・何処でも・誰でも」競技者登録や大会エントリーが容

易に行えるようになっている。２００６年度にＷｅｂ化した原型のシステムでは、当初システムの不

具合で使用者の皆様に大変ご迷惑をお掛けした。このような状況から各加盟団体の情報シス

テム担当の方々が、各登録団体への地道な普及活動とシステムの改善要求を取り込むことで

ようやく軌道に乗せることができた。この紙面をお借りして、改めて各加盟団体の情報システム

担当者の方々と関係者各位に感謝を申し上げたい。 

Ｗｅｂ-ＳＷＭＳＹＳを中心としたシステム化が進んで、各加盟団体からは、次の要望として競

技者登録費・大会のエントリー費と金融機関との連携があげられており、同じ認識で開発を進

めている。また、競泳のＷｅｂ化の横展開として、各種別の大会エントリーシステムの開発も計画

している。このようにＷｅｂ化が進む中で、最近インターネットの問題点も指摘されており、個人情

報或いは重要秘密情報等の漏洩ニュースが話題になっているが、セキュリティー面での問題の

９０％は、人為的なミスに起因しているといわれている。今年１月に開催した全国情報システム

委員会においても、Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳを扱うパソコンの留意点についてお願いをしたが、特に

ウイニー等のデータ共有化ソフトが入っているパソコンでは、絶対にＷｅｂ－ＳＷＭＳＹＳを使用し

ないように再度徹底をお願いしたい。 

 

① Ｗｅｂ版の競技者登録・大会エントリーシステムの開発と普及 

② リザルトシステムの改善要望のまとめと対策 

③ 記録ランキングシステムの正確性の向上 

 

 

４．総務委員会                                  総務委員長 泉 正文 

 『センターポールに日の丸を』のスローガンのもと、総務委員会の１９年度は①寄附行為をはじ

めとした諸規定の改定・整備をすすめ、諸規定集の発刊をする。②安定的な財源確保のため

の免税募金活動の活発化、公認推薦制度の推進、オフィシャルサプライヤーとの連携強化を

重点に事業を展開した。 

その結果、寄附行為及び諸規定の整合性を図るなどの改定はできたものの、改定作業に手

間取り規定集の発刊までは出来ず、次年度に積み残すこととなった。 

また、安定的な財源確保を目標とした免税募金事業は、６，５００万円の計画額のもと活発な

広報ＰＲ活動を実施したが、最終的には４，９３８万円と厳しい現状であった。公認推薦事業は、

公認１１社・推薦１３社とここ数年新規企業も少なく、また事業撤退等による公認推薦辞退で減

少傾向が続いており、新規器具の開発、募集体制の見直しが急務である。オフィシャルサプラ

イヤー事業については、オープンウォータースイミングへのサポートの開始、千葉県で開催され

た『世界競泳』への支援などサプライヤー３社との連携は、より強固になり順調に推移している。 



　　

1.日本新記録及び高校・中学・学童記録の公認

（長水路） 4/2 4/5～8 8/20 8/21～24

男子 2 男子 3 男子 0 男子 3
日本記録 10 5 1 4

女子 8 女子 2 女子 1 女子 1

男子 男子 1 男子 0 男子 3
高校記録 1 1 3

女子 女子 0 女子 1 女子 0

男子 男子 男子 男子
中学記録

女子 女子 女子 女子

男子 男子 男子 男子
学童記録

女子 女子 女子 女子

(短水路）
男子 男子 男子 男子

日本記録
女子 女子 女子 女子

男子 1 男子 男子 2 男子
高校記録 6 2

女子 5 女子 女子 0 女子

男子 6 男子 男子 男子
中学記録 7

女子 1 女子 女子 女子

男子 10 男子 男子 男子
学童記録 11

女子 1 女子 女子 女子

男子 男子 男子 男子
日本タイ

女子 女子 女子 女子

男子 男子 1 男子 男子
高校タイ 1

女子 女子 0 女子 女子

男子 2 男子 男子 男子
中学タイ 2

女子 0 女子 女子 女子

 （寄附行為第4条－５）９．記録
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（長水路） 9/28 10/4 2/22 2/23～24 3/26
男子 1 男子 1 男子 1 男子 11 男子

日本記録 3 1 2 18
女子 2 女子 0 女子 1 女子 7 女子

男子 3 男子 1 男子 3 男子 5 男子
高校記録 6 1 5 6

女子 3 女子 0 女子 2 女子 1 女子

男子 1 男子 男子 6 男子 6 男子 0
中学記録 2 8 7 2

女子 1 女子 女子 2 女子 1 女子 2

男子 男子 男子 男子 男子
学童記録

女子 女子 女子 女子 女子

(短水路）
男子 男子 男子 0 男子 男子 1

日本記録 2 2
女子 女子 女子 2 女子 女子 1

男子 男子 男子 0 男子 男子 0
高校記録 4 4

女子 女子 女子 4 女子 女子 4

男子 男子 男子 1 男子 男子 1
中学記録 2 1

女子 女子 女子 1 女子 女子 0

男子 男子 男子 3 男子 男子 2
学童記録 3 2

女子 女子 女子 0 女子 女子 0

男子 男子 男子 男子 男子
日本タイ

女子 女子 女子 女子 女子

男子 1 男子 男子 男子 男子
高校タイ 2

女子 1 女子 女子 女子 女子

男子 男子 男子 男子 男子
中学タイ

女子 女子 女子 女子 女子
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１０．表 彰 （寄附行為第 4条－14） 

 

１．日本水泳連盟 最優秀・優秀選手賞 

（最優秀選手） 

北島 康介（きたじま こうすけ） 日本コカ･コーラ 

（優秀選手） 

  佐藤 久佳（さとう ひさよし）  日本大学（3年） 

  松田 丈志（まつだ たけし）  中京大学大学院（1 年）・ミズノ・スイムチーム 

   森田 智己（もりた ともみ）    セントラルスポーツ 

   宮下 純一（みやした じゅんいち） ホリプロ 

    入江 陵介（いりえ りょうすけ）  近畿大附属高校（3 年）・イトマン SS 

   山本 貴司（やまもと たかし）   近畿大学職員 

   柴田 隆一（しばた りゅういち）  チームアリーナ 

   高桑  健（たかくわ けん）    鹿屋体育大学（4 年） 

佐野 秀匡（さの ひでまさ）    ミズノ・スイムチーム 

   森  隆弘（もり たかひろ）    西日本スポーツアカデミー 

   坂田 龍亮（さかた りゅうすけ）  明治大学（4年）・セントラルスポーツ 

   柴田 亜衣（しばた あい）     鹿屋体育大学大学院・ﾁｰﾑアリーナ 

   中村 礼子（なかむら れいこ）   東京スイミングセンター 

   伊藤 華英（いとう はなえ）    セントラルスポーツ 

   寺川  綾（てらかわ あや）    ミズノ・スイムチーム 

   北川 麻美（きたがわ あさみ）   早稲田大学（2 年）・イトマン大宮 

   中西 悠子（なかにし ゆうこ）  枚方ＳＳ 

   矢野友理江（やの ゆりえ）   関西大学（1年）・ｺﾅﾐｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ西日本 

   種田  恵（たねだ めぐみ）  神奈川大学（3 年）・JSS 長岡 

   田村菜々香（たむら ななか）  東海大学（3年） 

   寺内  健（てらうち けん）   JSS 長岡 

原田 早穂（はらだ さほ）   東京シンクロクラブ・ミキハウス 

   鈴木絵美子（すずき えみこ）  東京シンクロクラブ・ミキハウス 

   松村亜矢子（まつむら あやこ）  中京大学附属高校職員・ｻﾞ･ｸﾗﾌﾞﾋﾟｱ 88 

   川嶋奈緒子（かわしま なおこ）  アクラブ調布・㈱ｱｰﾙ･ﾋﾞｰ･ﾃｨｰｸﾞﾙｰﾌﾟ 

小村恵里佳（こむら えりか）    井村シンクロクラブ 

   橘  雅子（たちばな まさこ）   桃山学院大学職員・浜寺水練学校 

   小林 寛美（こばやし ひろみ）   大阪市立大学（4 年）・浜寺水練学校 

鈴木英里奈（すずき えりな）    ｻﾞ･ｸﾗﾌﾞﾋﾟｱ 88・椙山女学園大学（3 年） 

   青木  愛（あおき あい）     びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学（3 年）・井村ｼﾝｸﾛｸﾗﾌﾞ 

小西 貴子（こにし たかこ）    立命館大学（2 年）・井村シンクロクラブ   

（優秀コーチ） 

  平井 伯昌（ひらい のりまさ）   東京 SC 

   靏久由利子（つるひさ ゆりこ）   浜寺水練学校 
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２．東京運動記者クラブ水泳分科会賞  本年度対象者なし 

 

３．日本スポーツ賞（読売新聞社）  優秀選手賞  北島 康介 

 

４．ビックスポーツ賞（テレビ朝日） 

ビックスポーツ賞 北島 康介 

特  別  賞  柴田亜衣、中村礼子、森田智己、山本貴司、細川大輔 

シンクロナイズドスイミング日本代表チーム 

水泳プロジェクト賞 北島 康介、入江陵介、山本貴司、柴田亜衣、森田智己、高安亮、 

佐藤久佳 

 

 

５．日本記録賞 

 

長水路日本記録賞              短水路日本記録賞 

（男子）                （男子） 

佐藤 久佳  松田 丈志           佐藤 久佳 日原 将吾 

   入江 陵介 高安  亮            松田 丈志 森田 智己 

   及川 直樹 星田  悠            高安  亮 北島 康介 

   高松 泰武 細川 大輔            佐野 秀匡 

   伊藤  真 小島 貴光            （女子）   

   森田 智己     北島 康介       上田 春佳 酒井 志穂 

山本 貴司         中村 礼子 加藤 ゆか 

  （女子）                土肥亜也子 中西 悠子 

   中村 礼子   加藤 ゆか           北川 麻美 

   種田  恵   植田富祐美           

   高鍋 絵美     湯本  杏        

   鈴木 茉莉     竹村  幸        

   福田 愛美 山口 美咲 

   金子  栞 田村菜々香 

   三田 真希             
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平成１９年度 有功章 

 

◎加盟団体推薦

1 北海道水泳連盟 藤田　睦博 23 愛知水泳連盟 若林　和人

2 青森県水泳連盟 葛原　満 24 愛知水泳連盟 鵜飼　美保

3 宮城県水泳連盟 松本　敏憲 25 三重県水泳連盟 伊藤　洋治

4 秋田県水泳連盟 津谷　永光 26 岐阜県水泳連盟 筒井　孝司

5 山形県水泳連盟 堀井　善道 27 京都水泳協会 檀野　晴一

6 福島県水泳連盟 長崎　敏秀 28 (財)大阪水泳協会 高岸　清治

7 茨城県水泳連盟 市毛　薫 29 (財)大阪水泳協会 濱口　健

8 栃木県水泳連盟 親松　久雄 30 兵庫県水泳連盟 渡川　進

9 群馬県水泳連盟 田中　信宏 31 和歌山県水泳連盟 南波　克憲

10 埼玉県水泳連盟 増井　正澄 32 (財)鳥取県水泳連盟 中尾　等

11 千葉県水泳連盟 新川　謙一 33 (財)島根県水泳連盟 飯塚　克己

12 東京都水泳協会 中村　惠子 34 岡山県水泳連盟 松井　守

13 東京都水泳協会 関戸　真紀子 35 (財)広島県水泳連盟 沖　千波

14 神奈川県水泳連盟 武田　悦夫 36 香川県水泳協会 片山　陽一

15 神奈川県水泳連盟 安木　政二 37 徳島県水泳連盟 藤川　眞仁

16 山梨県水泳連盟 小川　徹 38 高知県水泳連盟 楠目　博之

17 長野県水泳連盟 武井　貞文 39 福岡県水泳連盟 末次　學

18 新潟県水泳連盟 矢島　秀三 40 長崎県水泳連盟 北村　征彦

19 富山県水泳連盟 野口　忠夫 41 熊本県水泳協会 田代　稔

20 石川県水泳協会 尾本　英臣 42 大分県水泳連盟 東　徳昭

21 福井県水泳連盟 河﨑　英司 43 鹿児島県水泳連盟 赤崎　誠

22 静岡県水泳連盟 中村　正義 44 沖縄県水泳連盟 原野　正道

◎日本水泳連盟推薦

45 競泳委員会 末次　澄王 48 地域指導者委員会 金井　茂夫

46 シンクロ委員会 中村　鈴子 49 学生委員会 山重　美登士

47 競技力向上コーチ委員会 杉本　宮子 50 日本泳法委員会 今村　昌明

合　計　50名
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平成１９年度（２００７年）優秀団体表彰 

栄章規則第１８条 優秀団体―イ 

 

青森水泳協会（青森県）   松島町水泳スポーツ少年団（宮城県） 

鶴岡市立朝揚第二小学校（山形県）  那珂市水泳スポーツ少年団（茨城県） 

高崎水泳協会（群馬県）   相模原市水泳協会（神奈川県） 

富山市水泳協会（富山県）   白峰水泳クラブ（石川県） 

名古屋市水泳連盟（愛知県）  長島中部小学校（三重県） 

奈良県小学校体育研究会（奈良県）  南部町立西伯小学校（鳥取県） 

玉野市立荘内小学校（岡山県）  広島市立安佐中学校（広島県） 

徳島市水泳協会（徳島県）    

志布志水泳スポーツ少年団｢志布志ドルフィンズ｣（鹿児島県） 

１６件 

 

 

栄章規則第１８条優秀団体―ロ 

 

競泳塾鯱（東海イトマン）    豊川高等学校 

横浜国際プール    レオスイミングスクール厚木  

大教スイミングスクール郡山北  ナガイスイミングスクール 

スウィン前橋スイミングスクール  千葉ｲﾄﾏﾝｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ（サンピアｓｃ） 

大宮スイミングスクール   大教スイミングスクール大宮東 

埼玉スウィンスイミングスクール鷲宮  イーグルスポーツプラザ小山 

スポーツクラブルネサンス士気あすみが丘 スポーツクラブルネサンス佐倉 

東京イトマンスイミングスクール東伏見  独立行政法人環境再生保全機構 

                              １６ 件 

 

 

 



(寄付行為第４条－２)

１．　合　宿
　Ⅰ　国　内　合　宿
　　(１)　競　泳
　　　①　ジュニア研修合宿　(ブロック別合宿)

ブロック 期間 場所 スタッフ(名)選手(名) 計(名)
北 海 道 12/23～28 野幌総合運動公園体育館プール 7 31 38
東 北 12/19～24 岩手県営屋内温水プール 9 30 39
関 東 12/16～21 栃木県立温水プール 10 48 58
東 京 12/21～26 東京辰巳国際水泳場 18 83 101
北 信 越 12/22～28 航空自衛隊小松基地プール・加賀市中央公園水泳プール 6 30 36
東 海 12/23～28 三重県営鈴鹿スポーツガーデン 6 24 30
近 畿 12/25～30 (財)大阪水泳協会　大阪水泳学校 9 22 31
中 国 12/23～26 フジタドルフィンクラブ 7 27 34
四 国 12/23～28 香川県立総合水泳プール・サンダースイミング高松プール 5 31 36
九 州 12/22～27 アゼリア２１ 12 31 43

(計) 89 357 446

　　　②　オリンピック準強化選手強化合宿
中学生合宿 12/15～23 三重県鈴鹿スポーツガーデン水泳場 50 56 106
高校生合宿 12/15～23 静岡県富士水泳場 22 36 58

　　　③　世界競泳・ユニバーシアード合同合宿　
第　１　回 5/8～12 国立スポーツ科学センター 22 64 86
第　２　回 7/3～30 国立スポーツ科学センター 42 34 76

　　　④　ユニバーシアード直前合宿
8/2～5 国立スポーツ科学センター 12 36 48

　　　⑤　世界競泳直前合宿　
第　１　組 7/31～8/17 国立スポーツ科学センター 2 6 8
第　２　組 8/15～17 国立スポーツ科学センター 6 16 22

　　　⑥　オリンピック強化選手合宿　
第　１　回 11/12～20 国立スポーツ科学センター 11 29 40
第　２　回 12/12～20 国立スポーツ科学センター 17 31 48
第　３　回 1/15～24 国立スポーツ科学センター 12 24 36
第　４　回 2/7～20 国立スポーツ科学センター 15 28 43

　　　⑦　自由形オリンピック候補選手合宿　
男　子 12/2～12 国立スポーツ科学センター 7 15 22
女　子 12/2～15 鹿屋体育大学 6 11 17

　　(２)　飛　込
　　　①　ジュニア強化合宿　

ジュニア 11/23～25 三重県鈴鹿スポーツガーデン水泳場 14 18 32
ナショナルジュニア 12/19～24 静岡県富士水泳場 9 16 25
ナショナルジュニア 3/26～30 静岡県富士水泳場 11 10 21

　　　②　ＦＩＮＡｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ　CAN-US大会事前合宿
4/23～29 静岡県富士水泳場 5 7 12

　　　③　ユニバーシアード大会事前合宿　
7/9～13 静岡県富士水泳場 2 4 6

　　　④　ワールドカップ事前合宿
第　１　回 12/19～24 静岡県富士水泳場 5 6 11
第　２　回 1/24～27 三重県鈴鹿スポーツガーデン水泳場 5 6 11
第　３　回 1/27～2/3 静岡県富士水泳場 4 6 10

１１．　合宿　・　指導　・　講習　・　研修
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　　　⑤　巡回指導　
関　東 9/15～16 千葉県幕張総合高校､他 8 30 38
北信越 11/2～4 富山県総合体育センター 9 36 45

　　　⑥　拠点事業　
上　期 4月～9月 宝塚ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ、富士水泳場、他 延22 延92 延114
下　期 10月～2月 宝塚ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ、鈴鹿ｽﾎﾟｰﾂｶﾞｰﾃﾞﾝ、他 延9 延63 延72
上海合宿 3/16～26 中国・上海 3 5 8

　　(３)　水　球
　　　①　男子カデット研修合宿　

9/15～17 国立スポーツ科学センター 13 85 98

　　　②　スロバキア国際大会事前合宿
6/30～7/2 国立スポーツ科学センター 5 13 18

　　　③　世界ジュニア選手権大会事前合宿
8/11～14 国立スポーツ科学センター 5 8 13

　　　④　水球女子国内強化合宿
第　１　回 5/12～14 国立スポーツ科学センター 9 21 30
第　２　回 7/17～19 国立スポーツ科学センター 2 12 14
第　３　回 10/5～7 国立スポーツ科学センター 8 18 26
第　４　回 11/23～25 聖徳大学附属聖徳高校 7 17 24
第　５　回 12/22～24 国立スポーツ科学センター 6 19 25

　　　⑤　女子ユース研修合宿
7/6～8 国立スポーツ科学センター 5 17 22

　　　⑥　全日本男子強化合宿　
第　１　回 4/20～22 国立スポーツ科学センター 4 13 17
第　２　回 4/26～29 国立スポーツ科学センター 21 7 28
第　３　回 5/6～6/3 日本体育大学健志台プール 3 15 18
第　４　回 6/16～27 日本体育大学健志台プール 6 20 26
第　５　回 7/25～8/5 日本体育大学健志台プール 7 21 28

　　　⑦　ワールドリーグ強化合宿　
3/12～26 国立スポーツ科学センター 11 30 41

　　(４)　シンクロ
　　　①　全国選抜ジュニア中央合宿　

12/21～25 国立スポーツ科学センター 16 19 35

　　　②　アジアＡＧ大会合宿
第　1　回 5/20～27 長野アクアウィング 9 8 17
第　2　回 6/24～7/1 長野アクアウィング 12 8 20
第　3　回 7/21～27 長野アクアウィング 7 8 15
第　4　回 8/5～7 長野アクアウィング 7 8 15
第　5　回 8/13～20 長野アクアウィング 11 9 20

　　　③　エリート教育対象合宿
査定合宿 9/1～2 国立スポーツ科学センター 15 16 31
第　1　回 10/11～14 国立スポーツ科学センター 23 15 38
第　2　回 11/8～11 国立スポーツ科学センター 25 15 40
第　3　回 12/24～27 国立スポーツ科学センター 20 14 34

　　　④　チェコ国際大会合宿
12/1～3 富山県総合体育センター 3 2 5

　　　⑤　ジュニア強化対象選手合宿
10/18～21 国立スポーツ科学センター 10 11 21
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　　　⑥　スイスオープン大会合宿　
第　1　回 5/23～31 静岡県立水泳場 11 12 23
第　2　回 6/22～7/1 静岡県立水泳場 11 12 23
第　3　回 7/5～13 静岡県立水泳場 8 12 20

　　　⑦　全国選抜シニア中央合宿
12/17～21 国立スポーツ科学センター 12 17 29

　　　⑧　日本選手権合宿
第　1　回 4/20～30 国立スポーツ科学センター 20 12 32
第　2　回 4/30～5/5 辰巳国際水泳場 6 12 18

　　　⑨　ワールドトロフィ合宿　
第　1　回 9/14～16 国立スポーツ科学センター 3 2 5
第　2　回 9/21～24 静岡県立水泳場 2 8 10
第　3　回 9/26～10/4 国立スポーツ科学センター 9 8 17
第　4　回 10/6～8 国立スポーツ科学センター 7 8 15

　　　⑩　北京五輪特別強化合宿
第　1　回 6/8～7/2 国立スポーツ科学センター 31 12 43
第　2　回 7/22～28 国立スポーツ科学センター 10 12 22
第　3　回 8/6～21 国立スポーツ科学センター 17 11 28
第　4　回 9/17～26 国立スポーツ科学センター 11 11 22
第　6　回 10/25～11/4 国立スポーツ科学センター 14 13 27
第　7　回 11/11～24 国立スポーツ科学センター 21 13 34
第　8　回 11/30～12/5 国立スポーツ科学センター 13 13 26

最終選考会合宿 12/13～19 国立スポーツ科学センター 6 13 19
第　9　回 1/4～14 国立スポーツ科学センター 16 9 25
第　10　回 1/20～2/6 静岡県富士水泳場 18 9 27
第　11　回 2/10～27 国立スポーツ科学センター 25 9 34
第　12　回 3/2～14 静岡県富士水泳場 19 9 28
第　13　回 3/18～30 静岡県富士水泳場 22 9 31

　　　⑪　オリンピックデュエット合宿　
12/22～25 相模原グリーンプール 3 2 5

　　　⑫　リフトトレーニング合宿
12/28～29 徳州会体操場 4 2 6

　Ⅱ　海　外　合　宿
　　(１)　競　泳
　　　①　ジュニアアメリカ遠征・コロラドスプリングス高地強化合宿

7/2～7/13 アメリカ　コロラドスプリングス 5 16 21

　　　②　世界競泳2007サポート高地合宿
7/3～7/30 アメリカ　フラッグスタッフ 16 20 36

　　　③　世界競泳直前韓国合宿　
8/2～8/17 韓国　チェジュ 17 19 36

　　　④　オリンピック候補選手合宿　
第　１　回 11/12～11/20 アメリカ　グアム 16 27 43
第　２　回 12/12～12/20 アメリカ　グアム 14 22 36
第　３　回 1/15～1/24 アメリカ　グアム 12 17 29
第　４　回 2/7～2/20 アメリカ　グアム 20 29 49

　　(２)　飛　込
　　　①　ワールドカップ事前合宿

2/4～2/14 中国　上海 4 6 10

　　(３)　水　球
　　　①　クロアチア合宿　

2/18～3/1 クロアチア　スプリット 1 5 6

　　(４)　シンクロ
　　　①　五輪候補グアム合宿

9/30～10/20 アメリカ　グアム 9 11 20
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－   － 52

２． 指導･講習・研修 

競技委員会 

(１) 競泳・競技役員研修会・講習会 

 

 (２)飛込：公認審判員中央研修会 

  東京会場 平成 19 年 4 月 5～７日   東京辰巳国際水泳場会議室     参加数 40 名  

  九州会場 平成 19 年 8 月 3～5 日   大分県別府青山プール        参加数５名  

  大阪会場 平成 19 年 10 月 20 日    大阪リバーサイドホテル会議室   参加数 20 名 

  

（３）水球：審判員講習会 

 審判・指導者講習会 インターハイ予選 国体予選 

東 

北 

６／２（土）３（日）  

場所 秋田県立プール   

講師 １名 牧田 ２７名 

７／１４（土）・１５（日） 

場所 岩手県立プール  

審判 １名 牧田 

８／４（土）・５（日）  

場所 福島県立プール             

審判 ２名 波多（１名のみ） 

関 

東 

予定 ４／８（日）  

場所 城北高校   

講師 ２名 牧田・黒田 ２０名 

７／２５（水）～２７（金） 

場所 東京都室内プール  

審判 ２名 南部・牧田    

８／４（土）・５（日）  

場所 川口青木公園             

審判 ２名 木下・南部      

北 

信 

越 

４／２１（土）・２２（日）  

場所 柏崎アクア   

講師 若林    ２８名  

７／２０（金）～２２（日） 

場所 富山県総合体育セン   

審判 ブロック対応  

８／４（土）・５（日）  

場所 福井県営水泳場             

審判 ブロック対応         

東 

海 

４／２９（土）  

場所 春日井市温水プール   

講師 １名 若林 ２８名    

７／２１（土）～２２（日） 

場所 静岡県営水泳場    

審判 工藤     

８／４（土）・５（日）  

場所 三重県・鈴鹿プール             

審判 １名 牧田         

近 

畿 

６／９（土）  

場所 京都鳥羽高校   

講師 １名 大島 ２５名  

７／２５（水）～２６（木） 

場所 大坂茨木高校   

審判 １名 若林    

８／４（土）・５（日）  

場所 奈良平城高校              

審判 ブロック対応         

中 

国 

４／２２（日）  

場所 鳴門教育大学   

７／２１（土）～２３（月） 

場所 岡山県営プール  

８／４（土）・５（日）  

場所 広島工業高校            

種　別 開催県 開　催　会　場 備　考

北海道ﾌﾞﾛｯｸ 北海道 道立総合体育ｾﾝﾀｰ 平成 19 年 6 月 17 日 (日 ) 大月 ・ 後藤 250 名 207 名

東北ﾌﾞﾛｯｸ 青森県 青森県総合社会教育ｾﾝﾀｰ 平成 19 年 5 月 20 日 (日 ) 谷口 ・ 植田 80 名 94 名

関東ﾌﾞﾛｯｸ 埼玉県
立教新座中学校･高等学校
センとポールズスタジオ

平成 20 年 2 月 17 日 (日 ) 谷口 ・ 藤森 100 名 100 名 日本高校

北信越ﾌﾞﾛｯｸ 富山県 富山市民プール 平成 19 年 6 月 10 日 (日 ) 安部 ・ 後藤 95 名 80 名

東海ﾌﾞﾛｯｸ 静岡県 静岡労政会館 平成 19 年 4 月 15 日 (日 ) 安部 ・ 藤森 200 名 200 名 終了

近畿ﾌﾞﾛｸ 滋賀県
大津市皇子ガ丘体育館大会
議室

平成 19 年 7 月 1 日 (日 ) 藤森 ・ 谷口 105 名 105 名

中国ﾌﾞﾛｸ

四国ﾌﾞﾛｯｸ 愛媛県
松山市総合コミｭニティーセン
ター

平成 19 年 5 月 12 日 (土 ) 谷口 ・ 大月 95 名 80 名

九州ﾌﾞﾛｯｸ 福岡県 福岡リーセントホテル 平成 19 年 5 月 20 日 (日 ) 藤森 ・ 後藤 100 名 100 名

種　別 開催県 開　催　会　場 備　考

加盟団体　 愛知県 サン笠寺　第１･第２会議室 平成 19 年 4 月 29 日 (日 ) 谷口 ・ 高橋 120 名 120 名

加盟団体 佐賀県 佐賀スポーツ会館 平成 19 年 5 月 13 日 (日 ) ＊ ・ ＊ 190 名 * 名 派遣要請無し

加盟団体 新潟県
県立長岡大手高校　済美会
館

平成 19 年 5 月 19 日 (土 ) 大月 ・ 後藤 60 名 85 名 国体

加盟団体 秋田県 秋田県立総合プール 平成 19 年 5 月 20 日 (日 )  安部 ・ 鈴木 100 名 100 名 国体

加盟団体 大分県 県高校大会 平成 19 年 6 月 3 日 (日 ) 大月 ・ 高橋 * 名 * 名 競技会指導

加盟団体 長崎県 矢太楼南館 平成 19 年 10 月 13 日 (土 ) 藤森 ・ ＊ * 名 * 名

加盟団体 新潟県 新潟市東総合スポーツｾﾝﾀｰ 平成 19 年 12 月 2 日 (日 ) 藤森 ・ 谷口 60 名 110 名 国体

加盟団体 神奈川県横浜国際プール 平成 20 年 2 月 11 日 (月 ) 佐野 ・ 谷口 150 名 150 名

派遣講師名 参加人数(予定） 参加人数開 催 期 日

開 催 期 日 派遣講師名 参加人数(予定） 参加人数
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講師１名 牧田  ２５名 審判 ２名 福元・近県１ 審判 １名 井上         

四 

国 

４／２２（日）  

場所 鳴門教育大学   

講師１名 牧田 中国に同じ  

７／１５（日）・１６（月） 

場所 高松南高校   

審判 ０名  

７／２９（日）  

場所 高松南高校             

審判近県１ 伊瀬 中央０名        

九 

州 

５／１２（土）・１３（日）  

場所 大分商業高校   

講師１名 牧田    ２８名   

７／１９（木）・２０（金） 

場所 大分商業高校     

審判 １名 大島         

７／２１（土）・２２（日）  

場所 大分商業高校              

審判 １名 大島                

 

その他 講習会事前打ち合わせ ３月２８日 千葉国際水泳場   講師 牧田・黒田     １５名 

     第１回 中央講習会 ６月３０日 東京都・ユーハイム 講師 ボリス・マルゲータ ３６名 

     第２回 中央講習会 ９月２２日 相模原グリーンプール講師 牧田        １８名 

 

 

(４)シンクロ：審判員研修会・講習会 

審判長派遣 

 期 日 派遣先 大   会 審判長 

1 4 月１日(日) 富 山 ・日本選手権県予選会（北信越地区） 岡田一恵 

2 4 月 2 日(日) 静 岡 ・日本選手権県予選会(東海地区) 齋藤由紀 

3 
6 月２３日(土) 

   ２４日(日) 
長 野 

・長野県フィギュア・ルーティン大会 

・日本チャレンジカップ 2007 県予選会 
山田智子 

4 
6 月 30 日(土) 

7 月 1 日(日) 
新 潟 

・日本チャレンジカップ 2007 新潟県予選会 

・2007 新潟県シンクロ競技会 

・国体県代表選手選考会 

宮崎三つ保 

5 
6 月 30 日(土) 

7 月 1 日(日) 
島 根 

・日本チャレンジカップ 07 県予選会(島根・広島・岡山) 

・中国五県対抗水泳競技大会・ルーティン大会 
樋口恵好 

6 
7 月７日(土） 

   8 日(日) 
秋 田 

・日本チャレンジカップ 200７東北ブロック予選会 
濱川俊恵 

7 
7 月 2１日(土) 

   2２日(日) 
三 重 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ東海ブロック大会 

・国体東海ブロック大会 
小山順子 

8 
7 月 2１日(土) 

   22 日(日) 
大 分 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ九州ブロック大会 

・国体九州ブロック大会 
岡田一恵 

9 
7 月 28 日(土) 

   29 日(日) 
広 島 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ中国・四国ﾌﾞﾛｯｸ大会 

・国体中国・四国ブロック大会 
齋藤由紀 

10 
7 月 28 日(土) 

   29 日(日) 
福 井 

・第 28 回北信越国民体育大会 

・第 21 回北信越シンクロ大会 

・全国 JOC ジュニアオリンピックカップ北信越大会 

岡田一恵 

 

 

講師派遣事業（加盟団体主催の審判研修会） 

 期 日 主催・場所 派遣講師 参加者数および対象者 

1 4 月 １日(日) 富 山 岡田一恵 参加者数：9 名 Ｂ級(２名)Ｃ級(７名) 

2 4 月 8 日(日) 静 岡 齋藤由紀 参加者数：16 名 B 級（６名）・C 級（１０名） 

3 6 月 10 日(土) 岡 山 樋口恵好 参加者数：4 名 B 級（１名）・C 級（３名） 

4 6 月 23 日(土) 長 野 山田智子 参加者数：７名 B 級（2 名）・C 級（７名） 
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5 6 月 30 日(土） 新 潟 宮崎三つ保 参加者数：9 名 B 級（2 名）・C 級（７名） 

6 6 月 30 日(土) 島 根 樋口恵好 参加者数：12 名 B 級（４名）・C 級（８名） 

7 7 月 ７日(土） 秋 田 濱川俊恵 参加者数：1０名 B 級（３名）・C 級（７名） 

8 7 月 21 日(土) 三 重 小山順子 参加者数：17 名 Ｂ級(5 名)・C 級（12 名） 

9 7 月 21 日（土） 大 分 岡田｣一恵 参加者数：13 名 Ｂ級(3 名)・C 級(10 名) 

10 8 月 8 日(水) 日水連・東京 審判部 参加者数：24 名 Ａ級（15 名）・Ｂ級（９名） 

11 8 月 26 日(日) 日水連・大阪 審判部 参加者数：26 名 B 級(13 名)・C 級(13 名) 

12 08‘3 月 2 日（日） 兵庫 樋口育子 参加者数：15 名 Ｂ級（３名）・C 級（12 名） 

13 08’3 月 9 日(日) 東京都 齋藤由紀 参加者数：14 名 B 級（4 名）・C 級（10 名） 

14 08‘3 月 15・16 日

(土・日) 

日水連 審判部 参加者数：61 名 A 級(16 名)・B 級（17 名）・ 

C 級（28 名） 
 

シンクロ審判員養成講習会および検定試験 

1 11 月 23 日(金） 日水連・神奈川 審判部 受講/受験者数：27/26 名 Ａ級 3 名・Ｂ級 5/4 名・ 

Ｃ級 19 名 

その他 

 08 年 3 月 登録管理（新規登録・更新）  

 

 

(５)医・科学 

医科学委員会 

第 17 回日本水泳トレーナー会議 12 月 1 日 東京厚生年金病院会議室 41 名 

第 20 回日本水泳ドクター会議  6 月 9 日 東京如水会館  45 名 

第 11 回医学生・研修生のためのスポーツ医学・健康医学セミナー 

8 月 25 日 新潟・長岡市医師会館 18 名 

第 11 回日本水泳科学研究会 11 月 18 日 神奈川・鎌倉女子大学    140 名 
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（6）地域指導者研修会・講習会                                 地域指導者委員会 

 

 平成１９年度 地域指導者委員会に関する主な事業報告 

   スポーツ指導者に関する事業 

 水泳上級指導者専門科目養成講習会  3会場 計： 新規 １３７人 再試 ５７人 

   東京会場  ９月２１日（金）～ ２４日（月） 国立スポーツ科学センター 

                  新規 ５３人    再試 ２５人 

  熊本会場 １０月 ５日（金）～  ８日（月） パークドーム熊本 

                  新規 ４７人 

  群馬会場 １１月２２日（木）～ ２５日（日） 敷島公園水泳場 

                  新規 ３７人    再試 ３２人          

 免除適応校専門科目検定   ５会場 計： 新規 １１７人 再試 ８人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   愛知会場  １１月２５日（日） 愛知県スポーツ会館，愛知県体育館（新規１６人） 

   大阪会場  １２月 ２日（日） コミュニティープラザ平野，大阪水泳学校 

                     （新規４７人 再試５人） 

 北海道会場   １月１８日（金） 北海道青少年会館（新規１４人 再試２人） 

   東京会場   ２月 ９日（土） 東京体育館   （新規２４人 再試１人） 

 神奈川会場   ２月１７日（土） 神奈川県立体育センター（新規１６人）  

    研修に関する事業 

 ＡＥＤトレーナー特別研修（加盟団体の中心的指導者対象）計 １５４人参加 

   静岡会場    ９月 ２日（日） 静岡県立水泳場           １７人 
   岩手会場    ９月１５日（日） 盛岡市総合プール            １８人 
   熊本会場  １０月 ７日（日） パークドーム熊本         ２４人 
   新潟会場  １１月１１日（日） 柏崎市中央地区公民館        １５人 
   高知会場  １１月１７日（土） 高知市総合運動場体育館      ２２人 
   東京会場  １２月 １日（土） 津田ホール                  １６人 
   岡山会場  １２月 ２日（日） ピュアリティーまきび        ２２人 
   大阪会場   １月２０日（日） 大阪水泳学校長吉校          ２０人 

 

 

 

 

 

 

 

 マスター指導員中央研修会 
             １０月２１日（日） 東京：こどもの城     ８０人 

    会議に関する事業 

 第３１回全国地域指導者（普及）委員長会議 
     ６月２日（土）～ ３日（日）  東京虎ノ門「パストラルホテル」 
     日水連役員，日体協スポーツ育成部，加盟団体委員長    ７５人 

 

 

 

 

 

 

 東海地区委員長会議（静岡）      ９月 ２日（日）   静岡県立水泳場  
 北海道･東北地区委員長会議（北海道） １１月１７日（土）   新さっぽろｱｰｸｼﾃｨｰﾎﾃﾙ 
 関東地区委員長会議（東京）    １２月 １日（土）   津田ホール 
 中国地区委員長会議（岡山）   １２月 ２日（日）   ピュアリティーまきび 
 九州地区委員長会議（佐賀）    ２月２３日（土）   東横イン佐賀 

    スポーツ指導員の現況 

 

 

 マスター水泳上級指導員          ２３４人(教師M資格ﾏｽﾀｰ含む) ＊地域１７７人 
 水泳上級指導員                １，６２２人 

 水泳指導員                     １３，４２１人 

 基礎水泳指導員                       ６５４人          計 １５，９３１人 
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（７）コーチ研修会・講習会      競技力向上コーチ委員会 

 

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

1,559 93 67 257 1,976

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

407 24 32 59 522

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

41 4 12 8

期　日　＆　会　場　名
１２月１７日（月）～２０日（木）

国立オリンピック記念青少年総合センター

255

コーチ

種　　　別

高松テルサ
F 高　松

１１月１７日（土）
39

E

25

42

67

5160243

30

124 33 59

89

89

期　日　＆　会　場　名

K

I

250

117

63

J 223

アクシオン福岡

大　阪

Ⅰ

59

72

会　　　場

32

24

期　日　＆　会　場　名

C

139

268

G

H

B

D

A

Ⅱ

292

230

合　　　　　　　計

67

88

369

39

117

354

1.コーチ

2.上級コーチ

3.コーチ新規養成講習会

65

合　　　　　　　計

250

89

119

216

会　　　場

3123 7 1上級コーチ
１月２５日（金）～２６日（土）

あいおい損保新宿ビル

大　阪
１１月３日（土）

大阪リバーサイドホテル

東  京
１０月２７日（土）

あいおい損保新宿ビル

45 268

東京①
  ９月２８日（金）

あいおい損保新宿ビル

北海道
１０月１３日（土）

北海道立総合体育センター

福　岡
１０月　６日（土）

１０月２０日（土）

大阪リバーサイドホテル

東京②
１１月１１日（日）

あいおい損保新宿ビル

神　戸
  ２月２日（土）

ホテルパールシティ神戸

東京④
  １月２７日（日）

あいおい損保新宿ビル

広　島
  １月１９日（土）

広島県立総合体育館

名古屋
１２月１日（土）

日本ガイシフォーラム（旧サン笠寺）

東京③
１月１２日（土）

あいおい損保新宿ビル
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(８)商業施設教師研修会       水泳教師委員会  

     

①水泳教師資格更新研修会   全国２４会場 受講者数５３４人   (社)日本ｽｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ協会にて実施

          

②水泳教師資格登録者数     

 平成 19 年 10 月 1 日 新規登録者数 １６９名  

    更新登録者数 ５０８名 

    追加昇格者数  31 名 

     合 計 ７０８名  

         

③水泳教師養成講習会(受講者) 

  【ＳＣ開催 専門科目総合履修証発行者】       １０１名 

 

【適応認定コース】  トライデントスポーツ健康科学専門学校 ４名 

     東京ＹＭＣＡ社会体育専門学校  １３名 

     東京スポーツレクリエーション専門学校 １１名 

     大阪社会体育専門学校   １１名 

     東京リゾート＆スポーツ専門学校  １３名 

       合 計   ５２名 

④水泳教師在籍施設証明事業   

 平成 19 年 10 月 1 日 認定施設累計       １００ 施設 
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(９)加盟団体別泳力検定実施状況      生涯スポーツ委員会 

No.001～ 845

　都道府県 認定証 バッヂ１級 バッヂ２級 バッヂ３級 バッヂ４級 バッヂ５級

1 北海道 2023 278 333 681 361 217

2 青 　森 415 48 71 111 105 50

3 岩 　手 388 73 83 114 45 35

4 宮 　城 525 72 82 181 105 64

5 秋 　田 38 18 13 19 4 4

6 山 　形 193 29 44 75 32 20

7 福 　島 1643 115 273 478 401 366

8 茨 　城 2203 142 360 604 489 361

9 栃 　木 625 70 105 203 154 131

10 群 　馬 2813 181 505 877 684 522

11 埼 　玉 6642 566 1202 2030 1474 1009

12 千 　葉 1815 344 519 546 220 130

13 東 　京 3622 365 655 1222 784 582

14 神奈川 2195 369 484 940 264 136

15 山 　梨 405 92 98 158 42 13

16 長 　野 824 90 156 239 211 127

17 新 　潟 965 47 55 83 198 128

18 富 　山 282 27 15 73 46 11

19 石 　川 0 0 0 0 0 0

20 福 　井 0 0 0 0 0 0

21 静 　岡 276 51 58 73 56 23

22 愛 　知 1097 213 86 440 203 154

23 三 　重 56 6 5 13 16 15

24 岐 　阜 158 15 22 74 15 0

25 滋 　賀 153 32 44 49 36 22

26 京 　都 689 64 109 281 92 74

27 大 　阪 471 45 74 173 124 57

28 兵 　庫 874 75 111 228 210 118

29 奈 　良 443 37 72 152 77 46

30 和歌山 174 12 34 88 23 23

31 鳥 　取 11 0 0 7 0 4

32 島 　根 0 0 0 0 0 0

33 岡 　山 95 12 14 34 32 3

34 広 　島 118 8 36 28 12 34

35 山 　口 123 10 14 31 36 31

36 香 　川 78 11 12 24 7 17

37 徳 　島 0 0 0 0 0 0

38 愛 　媛 30 7 8 0 4 8

39 高 　知 0 0 0 1 0 0

40 福 　岡 55 3 2 31 10 9

41 佐 　賀 160 14 29 38 50 42

42 長 　崎 87 3 10 38 19 14

43 熊 　本 262 0 4 23 32 10

44 大 　分 334 23 27 80 111 98

45 宮 　崎 170 20 30 41 59 19

46 鹿児島 100 20 0 80 0 0

47 沖 　縄 34 3 1 10 9 6

中央泳力検定会（2007 .8＆ 10）

259 2 15 102 20 41

325 40 65 110 60 50

認定証数 バッヂ１級数 バッヂ２級数 バッヂ３級数 バッヂ４級数 バッヂ５級数

34,248 3,652 5 ,935 10 ,883 6,932 4,824

2007年 4月 1日～2008年 3月 31日

茨　城  (8/12)

千 　葉  (10/8)
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１２．地域会議報告 （寄附行為第 4条－3） 

 

（開催済）     

地 域 担当県 日 程 出席者 

東北 宮城  10 月 13 日（土） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

北海道 北海道  10 月 14 日（日） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

北信越 福井  10 月 20 日（土） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

東海 岐阜  11 月 10 日（土） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

四国 愛媛  11 月 11 日（日） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

中国 山口  11 月 17 日（土） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

関東 東京  11 月 18 日（日） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

近畿 滋賀  12 月 1 日（土） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

九州 沖縄  12 月 2 日（日） 林会長 ・佐野専務 ・青木副会長 

 

議   題 

1. 歓 迎 の 挨 拶             開催地 加盟団体長 

2. 挨拶及び現況報告            （財）日本水泳連盟 林会長  

（１）要旨     

（２）日本水泳界競技力の現状                   

3. 平成 19 年度上期事業報告  （財）日本水泳連盟 佐野副会長・専務理事 

（１） FINA・アジア水連（国際関係） 

（２）特別事業関係                   

（３）競技力向上関係 

① 国際競技会報告 

（イ） 世界水泳メルボルン 3/17～4/1   

（ロ） ユニバーシアード・バンコク 8/8～8/18   

（ハ） 世界競泳・千葉 8/21～8/24       

② 平成 19年度オリンピック強化・準強化選手一覧     

（４）競技会関係 

① 平成 20年度 主要競技会開催予定および競技会中期計画  

② 国体改革について       

③ 日本スポーツマスターズ 2007 報告  

④ 関東インカレ分割開催について    

（５）指導者養成事業関係（登録状況）   

（６）生涯スポーツ関係          

（７）総務関係                          

① 競技者登録状況   

②（財）日本水泳連盟認定 泳力検定制度 推進状況  

③（財）日本水泳連盟総合補償制度推進状況         

④ 日本水泳連盟ホームページ アクセス数一覧  

⑤ その他 

4. 各加盟団体の要望及び意見 

5. 質 疑 応 答 
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平成 19 年度地域会議における要望、意見および質疑応答事項 

 

財団法人 日本水泳連盟 

 

１．東北地域（H19-10-13 宮城県松島町）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１） 国体改革の趣旨は理解できるが、地方(東北)にとっては非常に厳しい標準記録が設定されている。

今後見直しができないか検討をお願いしたい。 

⇒ 地域会議資料で説明したとおり、一部見直しを行った。すなわち、2008 年に対しては、これ

まで毎年適用してきた標準記録設定ルールで算出した結果を、少年はインターハイのエントリ

ータイムを比較対象として、一部分について最高 Bは 40 位、A は 24 位に修正、また成年は日

本ランキングと比較し、一部分を最高 50 位に修正した。会議資料の中の国体改革資料「国体

標準記録移行計画」を参照してご理解ください。 

（２） 優秀登録団体表彰に関する推薦について、さらに具体的に説明をしてほしい。優秀登録団体という

ことは、日水連に団体登録していることが条件となるのか？ 

⇒ 会議中に説明したように、表彰は３区分されている。一つは全国 JO大会で表彰する優秀ス

イミングクラブ及び優秀コーチであり、これは既にスタートしている。二つ目が今回の優秀登録

団体の表彰であり、そして三つ目が泳力検定に実績を上げた団体の表彰である。既に具体的

な例をあげて文書で各加盟団体に推薦をお願いしており、端的に言えば以前の優秀小学校表

彰の範囲を拡張したものと考えてよい。一般のスイミンクラブを除く各種団体が対象となる。登録

団体という言葉になっているが、日水連登録が必須条件ではないのでよく状況を理解してご推

薦をいただきたい。 

（３） 日本スポーツマスターズ大会に関して、国体同様に自治体あるいは体協からの補助金、予算組みに

対する配慮を推進していただきたい。 

⇒ この問題は、本大会設立の時点から日体協に申し入れているが、実現は難しい状況にあ

る。機会を見て継続的に意見交換していきたいと考えている。 

来年H20年度より国体30才以上部門が廃止されることもあり、その受け皿の一つとして、競技

指向の大会として発展させていきたい考えである。 

 

２．北海道地域（H19-10-14 北海道札幌市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）公認競泳競技役員ユニフォーム(モデルチェンジ)について 

⇒ 現在のユニフォームの改訂は、主として生地の改善（アイスタッチ）を H14 年度に実施した。

改訂は 10 年間を一つの区切りとして考えているが、大幅にモデルチェンジをすることは余りにも

影響が大き過ぎることである。すなわち現在全国的に莫大な数が普及されており、改訂すれば

大きな無駄が発生することも考えられるので慎重に検討したい。次の改善は、先般開催された世

界競泳の競技役員ユニフォームに使用したエコ素材の利用を検討している。 

（２） 競技役員ネームプレートの ID 化について 

     ⇒ 現在、複数の競技会が有料化されている。また既に、大会毎に各種ADカードを作成発行してい
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る。有料化、選手保護の観点から大会のセキュリティは益々重要になってきている。

ID(Identification)カード【身分証明書】による入場チェックは、全国の競技役員が入場できること

になるが、各大会の特色があり、運営上共通に対応することは不可能である。したがって選手同

様、大会毎に競技役員に発行する AD(Accreditation)カード【入出許可書】は、ID カード化され

ても当面実施する予定である。 

     ⇒ ID カード化を実現することによって、現在行われている手帳による出席確認を、どのような方法

で行うのが良いかは検討したい。 

     ⇒ 競技役員のデータベース化については、昨年度より加盟団体からの紙ベー 

ス登録個人カードに対して登録別(上級･一種･二種)に作業を行っている。今後 ID 

化に向けて、各加盟団体でデータベースによる管理をどのように行うのが良い 

か検討を進めていきたい。 

（３）国体参加(シンクロ)ブロック予選会について 

 ⇒ シンクロの国体参加数改革については、資料で説明したごとく実状を把握 

し、必要な改善を実施したので資料を参照していただきたい。すなわち改革案 

では、参加チーム数は 20チームとなる。 

（４）地球温暖化防止策についての取り組み方、具体例について 

     ⇒ 大会における各種横断幕の掲出(日本語、英語)、ごみ分別、大会プログラム 

に環境 PR ページ掲載、監督者会議におけるアピール、各競技会場でのアピール 

ムーブメントおよび放送告知、チームマイナス６％参加ピンバッヂ作成配付、環境アンバサダー

による対談告知、紙ベースリザルトの大幅減少、エコ素材の活用、etc を実施しているので今後

ともご協力をお願いします。 

（５）ジュニア(競泳)強化対策計画について 

     ⇒ ジュニアニュージーランド遠征(東西に交互遠征実施中)の大幅な見直し、および2016年オリンピ

ック対策として、エリート小学生研修合宿を競泳委員会で検討中であり、10 月の常務理事会の

承認を得て早急に実施することを目指している。ターゲットはロンドンオリンピックあるいはその次、

さらにその次のオリンピックに対する選手育成である。 

 

３．北信越地域（H19-10-20 福井県あわら市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）国体水球参加ルール改革におけるオーバーエージ改善規則の説明を水球強化部長から受けた。新潟

国体から適用することは、新潟県は水球の本拠地である柏崎の震災被害が大きく、まだ復興に至っ

ていないため、新規則を受け入れる余裕はまったくない。したがって、新潟までは従来規則で実施す

ることをお願いしたい。 

     ⇒ ご意見は受け止めた。水球委員会および関係者と相談して、できるだけ希 

望に沿うように対処したい。 

（２）国体シンクロテクニカルルーチンの競技順序抽選について、以前のように監督者会 

議の時に公開抽選をすることはできないか。 

     ⇒ 実状を調査して対応したい。 
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     ⇒ 調査したところ、国体では監督者会議において競技順序を抽選したことは 

ない。テクニカルルーチンの競技順序の抽選は、長年、飛込・水球と併せて日 

体協が期日を指定して関係者(各種別代表)を招集して実施している実状であり、 

日体協が制定していることであり、不都合があれば提言していく。 

（３） 本年から選手登録規則が変更されて、第一登録・第二登録システムになり、水球に 

登録した選手は、競泳に登録しなければ競泳の大会に出場できなくなった。これは地方では、個人

の出費も多くなり競泳の大会の参加者減にもつながるので、県内の大会だけでも出場できるように改

善していただけないか。 

     ⇒ それを認めるとシステム変更の意味がなくなり、元に戻って収拾がつかな 

くなる。何か他の救済措置ができないか今後検討してみるが難しい問題である。 

（４）「世界競泳 2007 イン ジャパン」を観覧しての提案 

   ○ テレビ朝日が大会盛り上げのために「太鼓打ち」を多用していた。応援に鳴り物を使用することはい

かがなものか。特に国際大会では、鳴り物が観客には耳障りになるので止めるべきだと思う。 

   ○ 応援方法の【ニッポン、チャチャチャ！】は、バレーボールの応援の真似であり、止めて欲しい。水

泳のオリジナル応援方法を作り出すべきではないか。 

     （例）【エイ、エイ、ニッポン！】 = 【泳(エイ）、泳(エイ）、日本！】 

     ⇒ いずれもご意見として受け止め、今後の参考にしたい。 

 

４．東海地域（H19.11.10 岐阜県岐阜市）；[林会長、佐野副会長･専務、青木副会長] 

（１）泳力検定制度について、再チャレンジまたは新たなチャレンジを引き出す工夫は何か考えているか。 

     ⇒ この制度は水泳普及が主目的である。次のステップとしては資格級にチャ 

レンジし強化につなげることである。現在の協賛社「ニチレイ」の支援継続性 

からも影響を受けるが、飛込また実施中のシンクロへの拡大整備も考慮する。 

（２）日本水泳連盟・各専門委員会からの各県担当者への文書については、同じ文書を各県水連事務局にも

送付して欲しい。日水連専門委員会と県水連担当委員長とのやり取りが把握できないため。 

     ⇒ 各県水連会長・理事長宛に送付するのが第一の本筋である。ルール遵守を再度確立徹底して

いきたい。 

（３）「地域会議」においては、「全国評議員会」と重複する資料は省いても良いのではな 

いか。意見交換の時間を長くしたい。 

     ⇒ 地域会議のほとんどの資料は評議員会と重複していることは承知済みである。地域会議の目的

は、加盟団体から１名だけ出席される評議員会の内容伝達をさらに補充して、なるべく多くの地

域加盟団体の方々と直に情報交流し、相互の理解を深めることにある。今後もさらに目的達成の

ためのより良い方法を考慮していきたい。 

（４）「日本スポーツマスターズ大会」について、将来像・方向性等について、日水連と 

しての考えを具体的に伺いたい。 

  ⇒ 平成２０年度から大会要項を次の通り改変する。 

○ 大分国体から 30 才以上が外れるため、30－34 才部門を増設する。 
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○ その結果７区分となるため、リレーは 30歳から２区分ごととし、最高年令区分は３区分が

一緒になる。 

○ 競技はすべてタイムレース決勝とする。 

○ 今後、優秀団体表彰のルールを見直し確立する。 

○ 将来性・方向性：全国からの参加を早期に実現して名実ともに都道府県対抗を確立し、

30 才以上シニア部門の競技指向大会として充実させる。 

（５）今年度より競技者登録及び大会エントリーは、すべてWeb-SWMSYS ということで 

あったが、日本選手権やJOのエントリーをWin版SWMSYSで行ったのは何故か。また、今後の予定・

方針はどうなるのか。 

     ⇒ 新競技者登録システム Web－SWMSYS は、2007 年度より使用開始をした。大会エントリーにつ

いては、競技者登録をした後にその登録データを流用する。従って競技者の基本登録の締切り

時期が5月末で、年度当初に開催される日本選手権に間に合わないことや、Web－SWMSYSの

大会エントリー機能の操作に慣れていないことを想定し、2007 年度の全国大会エントリーは、従

来のWin 版 SWMSYS を使用する旨を昨年より通達していた。 

      現在では、８０％以上の加盟団体が Web－SWMSYS 大会エントリーを使用している。さらに普及活

動を進め、2008年度の全国大会エントリーは全てWeb－SWMSYSの使用に徹底努力していく方

向である。 

（６）「国体改革」について、大分国体で実施された後の見直し等、今後のさらなる方向性 

について見通しはどうか。 

  ⇒ 大分国体は 2008 改革であり、さらに 5年後の 2013 改革において 40 競技を見直す予定であ

る。今回参加人数の 15%削減を実施したがひずみが出ているので適正規模に見直す。また、毎

年実施競技と隔年実施競技に分類し、待機している競技（女子レスリング、女子水球、シンクロ

種目増など）に対して実施機会を与えることを検討していく計画である。 

（７）国体参加標準記録のレベルが高過ぎて参加できない。また、大分国体のタイムスケジュールを早く公表

して欲しい。参加県選手団の旅程計画に影響するため。 

     ⇒ 会議資料で説明したように、標準記録の算出値は適正に修正している上、無条件出場枠も規定

してあるのでご理解願いたい。タイムスケジュールについては、見通しが立ち次第試算して情報

連絡を配慮したい。 

（８）種々情報が回っているが、実業団大会の今後についてはどうなるのか。 

     ⇒ 社会人選手権的な大会へ改革を検討したが、現在のところはまだ問題があり、当面現状の大会

を継続する予定である。ただし、事業所対抗、参加資格などのルールが守られていない面が課

題であり、今後大会規則の遵守を徹底させることに配慮していきたい。 

 

５．四国地域（H19-11-11 愛媛県松山市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）スポーツマスターズについて、平成 20 年度は高知県での開催であり、改善策(タイム 

決勝、65 歳以上の参加要望、リレー種目の区分方法など)を知らせて欲しい。 

     ⇒ 前項（７）に記述していることを説明した。競技指向の大会としているため、高年令区分は現状の
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６４才までとし、それ以上の年令区分は増設しない。 

（２）上級指導者資格のマスター称号資格保有者は、高年齢化してきている現状にある。 

今後の育成、資格取得方法について教示願いたい。 

     ⇒ マスター称号は日体協資格で推薦認定制度である。日水連通達・平成１８年９月２８日付け文書

「公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者マスターの推薦について」を参照願いたい。

不明であれば、日水連・地域指導者委員会に問い合わせください。 

（３）プール用水道料金問題についての提言 

 「現在のプールの水道料金は、営業用料金区分が適用されており高額な費用になっている。これを風

呂用料金区分に適用変更されれば(下水道料金も含めて)、水泳普及に大きく影響する。国民の健康

志向目的から、この運動を全国的に展開し実現を目指したいので協力をお願いしたい。最初の発信

を高知県から行う予定である。」 

   ⇒ 日水連として、如何に対処するか今後検討していきたい。 

 

６．中国地域（H19-11-17 山口県山口市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）日本実業団大会と日本スポーツマスターズ大会の見通しを説明願いたい。 

     ⇒ 日本実業団大会については、国体の 30 歳部門廃止を契機に、社会人のチャンピオンシップ大

会への移行およびマスターズ大会あるいは日本スポーツマスターズ大会との連携を前提に検討

を進めているが、まだ環境的に整わない面もあるため、当面現状のスタイルを継続する方向であ

る。 

     ただし、日本実業団大会の基本ルールである事業所対抗が実質的に守られていないエントリーが多

く、またそれらのチェックが機能していない現状であるため、今後ルール遵守を強力に促して行

きたい。また、実業団の定義を明確にして、ルール違反にはペナルティーを科していくこととす

る。 

     ⇒ 日本スポーツマスターズ大会の今後については、前述 ４．（４）と同様の説明を行ったので参照

願いたい。 

（２）国体改革における監督の資格条件については、ブロック大会にも適用されるのか？ 

     ⇒ 適用される。ブロック大会の監督にも、この資格保有は必須条件となる。 

（３）基礎指導員は、条件資格の対象となるのか？ 

     ⇒ 基礎指導員は、日水連独自の資格であり、日体協資格ではないので対象外である。これに放送

大学の共通講座を受講することにより、日体協資格の取得ができる。 

（４）地域スポーツ指導者更新登録者の名簿が個人情報の問題で配布されなくなり、加盟団体では把握でき

ず登録管理に大変不便をきたしている。県体協で名簿閲覧を実施しているが、善処方お願いし

たい。 

     ⇒ 後日、担当委員会と相談していきたい。 

     ⇒ その後、担当委員会の実情を調査したところ、日水連では、日体協から得られた名簿を各加盟

団体の担当委員長に、個人情報守秘義務の手続きをした上で配布しているので確認願いたい。

今後は加盟団体の理事長経由担当委員長に送付することとしたい。 
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７．関東地域（H19-11-18 東京都千代田区）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）中学校体育連盟水泳専門部の登録について、 

⇒ 昨年、中学校体育連盟水泳専門部と登録について下記の内容で合意している。  

□中体連主催大会のみ無償登録で参加ができる。    

  （具体的な登録方法は大会のリザルトデータを流用し、Web－SWMSYS に取り込む。リザルト

データを取り込むに当たり、各加盟団体情報システム担当者が中体連の方々と協力し英文字

を含んだ団体登録番号を割り振り、事前登録をし Web－SWMSYS に登録をしておく。Web－

SWMSYS では英文字を含んだ団体番号は無償扱いとなる） 

□中体連主催大会で泳いだ記録は、正式記録として日水連が責任管理する。 

（ランキング対象にもなる。中体連主催以外の大会に中学校として出場する場合は、通常の登

録が必要になる）  

（２）Web 処理のサーバー増設について 

⇒ 今年４月からWeb－SWMSYS を用いて登録／エントリーを開始したが、当初（４月～６月）は、シス

テムの不具合が多発し多大な迷惑をおかけ致しました。改めてお詫びを申し上げます。特に不

具合の一つに、登録／エントリーが集中すると処理時間が長くかかり、ストレス感が大きい時期が

ありました。それもソフトバグの解消とともに各種処理においてストレスのかからない状況になって

おります。 

サーバーの増設については、今後の使用状況等を考慮して対応していく。 

（３）関東ブロック合宿からのジュニア国際大会派遣について 

⇒ ジュニア国際大会代表の選定については、ブロックに一任しているのが現状である。選考方法に

ついてはブロックで決めていただき、推薦された代表については、日水連で承認するシステムで

ある。 

参考までに、強化委員会において、現在の西東交互のニュージーランド遠征は、今年度をもっ

て終了し、来年度からは毎年全国的にジュニア代表を選定していただき、シンガポール遠征とす

ることを策定中である。 

（４）スポーツマスターズ大会について 

⇒ シニア層の国体版(競技指向年令別マスターズ)として方向付けをしていく。日本スポーツマスタ

ーズ大会の今後については、前述 ４．（４）と同様の内容であるので参照願いたい。 

（５）競技役員の登録および活動に関する制限について 

⇒ 日水連としての制限は原則として無い。資格は「日本水泳連盟公認競技役員」である。ただし、他

の都道府県からの「一本釣り」が問題になることがあるので、モラルをもって活動をしていただき

たい。必要に応じてブロック内で申し合わせをお願いいたします。 

 

８．近畿地域（H19-12-01 滋賀県大津市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）日本実業団大会および日本スポーツマスターズ大会の将来方向について 

     ⇒ 前述 ６．（１）に関する内容と同一である。 
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（２）日本スポーツマスターズ大会の権威付けを配慮していくことが重要ではないか。 

     ⇒ ご意見として受け止め、今後、日体協とも意見交換し改善に努力していく。 

 

９．九州地域（H19-12-02 沖縄県那覇市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）インターハイ開催地を経験した結果からの要望 

① 大会スケジュールをもっと早く決定して欲しい。また、直前での現場における種々の変更、競技順序

の変更(ex．400 個人メ)などは極力避けて欲しい。現場での対応が大変な作業になる。 

② 高体連との課題にもなるが、ブロック大会を早めて欲しい。 

⇒ いずれも今後協力して、改善に努力して行きたい。 

（２）小学生研修合宿について、小学校への働きかけの必要性はないか。地域では大変関心を持っている。

具体的な実施計画を教えて欲しい。 

   熊本県では、ジュニア対策事業として小学４年～中学１年を対象に、毎年計 40 人の研修合宿を実施し

ている。コーチはスイミングクラブの協力があり、年々充実してきている。子供たちに人間教育～しつ

けの教育を第一に取り上げており、練習メニューは SC コーチが組み、大変評判がよい。 

     ⇒ 小学校３年生からを対象として、現在具体的に内容を策定中である。   決定次第、評議員会

などで提案していくとともに、加盟団体からのご協力をお願いしたい。 

 

 

 以上（文責 佐野） 



（寄附行為 第４条－７）

上級 一種 二種 上級 一種 二種

1 北 海 道 3,188 215 0 1 6 142 28 兵 庫 5,509 296 6 5 27 42

2 青 森 1,014 54 0 0 0 24 29 奈 良 1,188 52 0 1 1 2

3 岩 手 977 48 0 3 14 44 30 和 歌 山 911 51 0 0 24 3

4 宮 城 1,641 97 0 0 17 81 31 鳥 取 979 70 1 0 1 8

5 秋 田 579 47 0 0 6 44 32 島 根 751 69 0 0 12 32

6 山 形 1,538 60 0 0 0 1 33 岡 山 1,418 83 2 1 18 65

7 福 島 1,792 86 0 8 18 56 34 広 島 2,210 130 29 3 9 61

8 茨 城 2,499 124 8 0 3 72 35 山 口 1,401 80 0 1 9 44

9 栃 木 1,503 58 0 1 9 28 36 香 川 1,093 76 0 2 12 9

10 群 馬 1,437 80 7 0 0 18 37 徳 島 544 32 3 0 0 0

11 埼 玉 4,517 171 0 2 16 33 38 愛 媛 1,530 129 0 0 7 14

12 千 葉 4,155 182 1 4 10 49 39 高 知 978 55 0 0 2 9

13 東 京 12,406 601 1 0 29 329 40 福 岡 3,060 133 0 0 8 32

14 神 奈 川 6,972 314 13 17 40 88 41 佐 賀 905 39 0 1 6 118

15 山 梨 856 36 0 0 1 11 42 長 崎 1,514 72 0 0 14 29

16 長 野 1,564 110 6 0 11 14 43 熊 本 1,364 81 0 0 7 78

17 新 潟 1,058 95 0 3 11 76 44 大 分 918 63 0 0 10 31

18 富 山 847 51 1 1 44 61 45 宮 崎 750 49 0 2 10 5

19 石 川 1,088 67 0 1 8 38 46 鹿 児 島 1,492 78 0 0 49 62

20 福 井 457 35 0 0 1 14 47 沖 縄 1,120 63 0 0 1 2

21 静 岡 4,023 218 13 0 30 74 関 東 3,802 125

22 愛 知 7,134 310 15 0 8 138 中 部 905 38

23 三 重 1,776 100 1 0 7 15 関 西 1,280 57

24 岐 阜 2,004 103 0 0 10 40 中 四 国 567 34

25 滋 賀 905 42 4 0 11 17 九 州 706 40

26 京 都 2,003 93 0 0 4 33

27 大 阪 6,697 317 0 1 26 59
5,709

団体

学
生
委
員
会

合　　計 111,525

2008年3月31日現在

競技役員

111 2,24558 567

１3．　登  録  関  係

会員
競技役員

競技者競技者 団体 会員

1.競技者・競技役員登録数

加盟団体

種別

加盟団体

種別

加盟団体

種別

加盟団体

種別

－67－



日本水泳
連盟公認

指導員 上級指導員 コーチ 上級コーチ 教師 上級教師
基礎水泳
指導員

北 海 道 1,293 48 141 14 125 13 46
青 森 110 29 3 8 0 0 0
岩 手 157 32 19 2 4 1 0
宮 城 184 41 17 6 22 5 12
秋 田 124 18 9 6 5 1 0
山 形 144 17 12 13 19 11 18
福 島 270 56 25 2 17 2 0
茨 城 280 30 51 17 43 11 21
栃 木 194 16 27 9 25 4 23
群 馬 229 9 43 15 40 7 31
埼 玉 770 59 124 45 153 30 54
千 葉 318 16 106 24 121 13 10
東 京 2,207 345 525 113 282 99 119
神 奈 川 747 51 172 45 183 36 57
山 梨 80 7 10 9 11 2 8
長 野 102 4 29 4 35 9 0
新 潟 477 76 33 9 25 4 7
富 山 204 35 38 13 18 9 24
石 川 113 19 16 8 16 3 8
福 井 86 6 9 3 12 1 0
静 岡 542 30 53 23 53 13 30
愛 知 631 53 79 34 128 44 35
三 重 290 19 45 11 29 5 13
岐 阜 283 4 17 7 35 3 0
滋 賀 179 14 20 9 17 4 2
京 都 205 28 21 13 28 11 31
大 阪 304 50 94 44 146 20 23
兵 庫 473 71 53 25 68 14 20
奈 良 122 10 11 8 28 3 53
和 歌 山 53 25 6 2 17 3 0
鳥 取 61 16 9 7 9 0 11
島 根 109 15 29 8 21 10 10
岡 山 177 12 26 14 27 3 23
広 島 265 34 45 10 26 10 18
山 口 187 19 13 6 8 11 10
香 川 86 29 16 7 7 6 0
徳 島 41 16 7 8 4 3 0
愛 媛 142 60 15 3 14 4 0
高 知 71 27 7 3 4 1 0
福 岡 252 22 61 26 58 18 22
佐 賀 44 4 7 2 3 3 0
長 崎 123 21 12 6 12 5 0
熊 本 213 46 15 3 9 1 5
大 分 112 6 16 4 12 2 23
宮 崎 90 17 8 3 10 2 0
鹿 児 島 147 42 8 4 15 4 0
沖 縄 130 18 8 3 13 4 16
合 計 13,421 1,622 2,110 658 1,957 468 783

(財)日本体育協会公認指導者資格

2008年3月31日現在

2.各種指導員登録数

-68 -



（寄附行為　第４条－８）

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

５０ｍ ５６４８ 別府市営青山プール 大分県 2012/04/30 RC 外

５０ｍ 再 ５５４７ 国分市民プール 鹿児島 2012/03/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５５３８ 十和田市民プール 青森県 2011/12/31 PS 外

５０ｍ 再 ５５４５ 釜石市営プール 岩手県 2012/05/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４８１ 福島市中央市民プール 福島県 2012/03/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５０９８ 千葉市高洲市民プール 千葉県 2012/05/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５０９２ 船橋市運動公園プール 千葉県 2012/08/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５６３１ 茨城県笠松運動公園水泳プール国際A級 茨城県 2012/03/31 RC 内

５０ｍ 再 ５６３２ 茨城県笠松運動公園屋内水泳プール（ｻﾌﾞ25m併用) 茨城県 2012/03/31 RC 内

５０ｍ 再 ５２８５ 日本体育大学健志台プール 神奈川県 2012/06/30 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５６０９ 一関市民水泳プール 岩手県 2012/05/31 ＦＲＰ 内

５０ｍ 再 ５０９７ 周南市水泳場 山口県 2012/05/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４０８ 二宮町営山西プール 神奈川県 2012/07/31 ＳＳ 外

５０ｍ 再 ５０４６ 新潟市西海岸公園市営プール 新潟県 2012/03/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５６０８ 相模原市立総合水泳場(国際Ｂ認定） 神奈川県 2012/05/31 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５５５０ 末広屋外水泳プール 石川県 2012/07/31 ＰＣ 外

５０ｍ 再 ５１００ 東京学芸大学50mプール 東京都 2012/07/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４８４ 東京工科大学プール 東京都 2012/07/31 SS 外

５０ｍ 再 １０８１C 枕崎市営プール 鹿児島県 2012/07/31 RC 外

５０ｍ 再 ５５４９ スパッシュランドしろいし 宮城県 2012/06/30 RC 内

５０ｍ 再 ５１３２ (財)やしろ会館プール 兵庫県 2012/07/31 SS 内

５０ｍ 再 ５４８３ 福田公園水泳プール 岡山県 2012/07/31 ＳＳ 外

５０ｍ 再 ５５５２ 栃木県総合運動公園水泳場 栃木県 2012/08/31 S 外

５０ｍ 再 １０８８ 湊川相野学園５０周年記念プール 兵庫県 2012/09/30 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５５４０ 早稲田大学所沢校地屋内プール(併用プール) 埼玉県 2012/01/31 RC 内

５０ｍ 再 １１８５ 和歌山県秋葉山公園県民水泳場 和歌山県 2011/07/31 RC 外

５０ｍ 再 ５４８７ 文化記念プール 福岡県 2012/09/30 RC 外

５０ｍ 再 ５４８８ 福島県立医科大学プール 福島県 2013/03/31 RC 内

５０ｍ 再 ５２８８ 中央大学屋外プール 東京都 2013/03/31 RC 外

５０ｍ 再 ５１３４ 荒尾運動公園市民プール 熊本県 2013/01/31 ｒｃ 外

５０ｍ 再 ５６３４ 岡山市東山プール 岡山県 2013/05/31 FRP 外

５０ｍ 再 １１２０ 山鹿市民プール 熊本県 2013/02/28 ｒｃ 外

５０ｍ 再 ５１３７ 鹿屋中央公園プール 鹿児島 2013/05/31 RC 外

５０ｍ 再 ５６２９ 西京極総合運動公園プール 京都府 2012/03/31 RC 内

５０ｍ 再 ５６１５ 横浜国際プール 神奈川県 2013/03/31 RC 内

５０ｍ 再 ５６１６ 横浜国際プール(サブプール） 神奈川県 2013/03/31 RC 内

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

２５ｍ ２８７９ かつらぎ公園町民プール 和歌山県 2012/04/30 FRP 外

２５ｍ ２８８０ 大宮教育センター記念プール 埼玉県 2012/11/30 RC 内

２５ｍ 再 ２６７５ 国分市民プール 鹿児島 2012/03/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２３６５ コナミスポーツクラブ所沢 埼玉県 2012/04/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２３６１ 兵庫県立東はりま青少年館室内温水プール 兵庫県 2012/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２５４７ 西和賀町湯本屋内温泉プール 岩手県 2012/04/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２８５３ 茨城県笠松運動公園屋内水泳プール（併用） 茨城県 2012/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８５４ 西海岸公園市営プール屋内プール 新潟県 2012/04/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７８８ 佐伯市総合運動公園内温水プール 大分 2012/05/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２４７７ 学校法人佐藤栄学園　花咲徳栄高等学校プール 埼玉県 2010/03/31 S 内

２５ｍ 再 ２６８０ 釧路市鳥取温水プール 北海道 2012/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７８７ 相模原市立総合水泳場（ｻﾌﾞﾌﾟｰﾙ） 神奈川県 2012/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７８６ 相模原市立総合水泳場（ﾒｲﾝ‐併用） 神奈川県 2012/05/31 ＲＣ 内

１4．　プール公認・認定

50m (新１・再３６）

25m (新２・再４８）

公認番号

公認番号

－69－



２５ｍ 再 ２７９５ 武蔵大学プール 東京都 2012/07/31 SS 内

２５ｍ 再 ２６９２ 立川市柴崎市民体育館室内水泳場 東京都 2012/12/31 ｓｓ 内

２５ｍ 再 ２３７５ コナミスポーツジュニアスクール西葛西 東京都 2012/11/30 SS 内

２５ｍ 再 ２７９１ 新潟県佐渡スポーツハウス温水プール 新潟県 2012/05/31 ＰＣ 内

２５ｍ 再 ２８０２ 塩尻スイミングスクール 長野県 2012/12/31 ｒｃ 内

２５ｍ 再 2686 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール 神奈川県 2012/08/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７９７ 東村山市民スポーツセンター屋内プール 東京都 2012/08/31 SS 内

２５ｍ 再 ２６８４ 名古屋スイミングクラブ 愛知県 2012/07/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２３７２ 木曽川スイミングスクール 愛知県 2012/09/30 SS 内

２５ｍ 再 ２８０１ 杉並区上井草総合運動場プール 東京都 2012/11/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７９６ 水俣市立総合体育館温水プール 熊本県 2012/08/31 RC 内

２５ｍ 再 ２６８５ 栃木県総合運動公園水泳場 栃木県 2012/08/31 S 外

２５ｍ 再 ２３７０ 財団法人なめしスイミングセンター 長崎県 2012/08/31 ＡＬ 内

２５ｍ 再 ２６８８ 福島スイミングスクールほばら 福島県 2012/09/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５６０ 古河あかやまスイミングスクールプール 茨城県 2012/10/31 RC 内

２５ｍ 再 ２３７１ 長岡スイミング＆ヘルス 新潟県 2012/09/30 ＡＬ 内

２５ｍ 再 ２６７６ 早稲田大学所沢校地屋内プール(併用プール) 埼玉県 2012/01/31 RC 内

２５ｍ 再 ２６９０ 愛知産業大学三河高等学校プール 愛知県 2012/11/30 RC 内

２５ｍ 再 ２６８９ 中標津町温水プール 北海道 2012/10/31 RC 内

２５ｍ 再 ２５５１ 佐世保市温水プール 長崎県 2012/06/30 SS 内

２５ｍ 再 ２６９１ 上板町室内温水プール 徳島県 2012/12/31 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２１８５ 青森ヤクルトスイミングスクール 青森県 2012/10/31 RC 内

２５ｍ 再 ２５６４ 埼玉スウィン記念プール 埼玉県 2013/01/31 RC 内

２５ｍ 再 2800 横浜市スポーツ医科学センタープール 神奈川県 2012/11/30 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２３８４ 青森市民室内プール 青森県 2012/12/31 ｓｓ 内

２５ｍ 再 2562 広島修道大学プール 広島県 2012/12/31 ｒｃ 内

２５ｍ 再 ２８５９ 広島県立びんご運動公園コミュニティープール 広島県 2013/03/31 FRP 内

２５ｍ 再 ２７９９ 舞洲障害者スポーツセンタープール 大阪府 2012/11/30 ｒｃ 内

２５ｍ 再 ２３８５ ヤクルト弘前スイミングスクール 青森県 2013/01/31 ａｌ 内

２５ｍ 再 ２５４２ ＪＳＳジャンボスイミングスクール 新潟県 2012/01/31 al 内

２５ｍ 再 ２１６８ 南砺市城端温水プール 富山県 2012/04/30 ｓｓ 内

２５ｍ 再 ２３７６ ダッシュ・前橋スイミングクラブ 群馬県 2012/11/30 SS 内

２５ｍ 再 ２５５３ 前橋スイミングスクール前橋校 群馬県 2012/06/30 RC 内

２５ｍ 再 ２３８６ 富山市東富山温水プール 富山県 2013/01/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８５１ 西京極総合運動公園プール 25mサブプール 京都府 2012/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８５０ 西京極総合運動公園プール-国際併用 京都府 2012/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８０５ 横浜国際プール(サブプール)　縦ＡＢ面 神奈川県 2013/03/31 RC 内

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

飛込 飛７５ 別府市営青山プール 大分県 2012/04/30 RC 外

飛込 再飛７１ 茨城県笠松運動公園屋内プール 茨城県 2012/03/31 RC 内

飛込 再飛１６ 日本体育大学健志台飛込プール 神奈川県 2012/06/30 ＲＣ 外

飛込 再飛３１ 米子市営東山水泳場飛込プール 鳥取県 2011/09/30 RC 外

飛込 再飛６２ 相模原市立総合水泳場（Ｂ級認定） 神奈川県 2012/05/31 ＲＣ 内

飛込 再飛５２ 末広屋外飛込プール 石川県 2012/07/31 ＰＣ 外

飛込 再飛１５ 滋賀県立彦根総合運動場スイミングセンター飛込プール 滋賀県 2012/07/31 RC 外

飛込 再飛５０ 早稲田大学所沢校地飛込プール 埼玉県 2012/01/31 ＲＣ 外

飛込 再飛１７ 中央大学飛込プール 東京都 2013/03/31 RC 外

飛込 再飛２０ 栃木県総合運動公園水泳場 栃木県 2013/01/31 ｒｃ 外

飛込 再飛６９ 西京極総合運動公園プール 京都府 2012/03/31 RC 内

飛込 再飛６３ 横浜国際プール 神奈川県 2013/03/31 RC 内

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

２５ｍ 再標0184 (学)津田学園中学屋内プール 三重県 2012/07/31 RC 内

標準 (新０・再１）
公認番号

飛込 (新１・再１１）
公認番号
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（寄附行為第４条－１４）

１． 専門委員会・特別委員会

評議員会 ３回 日本泳法委員会 10回

理事会 6回 ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ委員会 2回

常務理事会 12回 広報委員会 12回

委員長会議 11回 施設用具委員会 2回

財務委員会 回 情報システム委員会 1回

競泳委員会 10回 総務委員会 5回

飛込委員会 12回 生涯スポーツ 3回

水球委員会 11回 特別委員会

シンクロ委員会 4回 スポーツ環境委員会 ２回

競技委員会 10回 倫理委員会 1回

学生委員会 1回 アンチ・ドーピング委員会 1回

ジュニア委員会 12回 北京特別強化委員会 6回

地域指導者委員会 10回

競技力向上コーチ委員会 10回

水泳教師委員会 11回

２． その他

日本選手権競泳実行委員会 5回 アジアエイジ・水球ﾜｰﾙﾄﾞﾘｰｸﾞ打合せ 1回

日本選手権シンクロ実行委員会 4回 ジュニア諮問会議 2回

日本選手権シンクロ準備会 1回 オフィシャルサプライヤー会議 3回

世界競泳2007実行委員会 5回 泳力検定担当者会議 1回

世界競泳2007事務局会議 7回

世界競泳2007総務担当打合せ 1回

３． コーチ会議

競泳　強化コーチ会議 10/6 国立スポーツ科学センター

飛込　強化コーチ会議 8回

４． 学生

全国代表者会議 3回 総務委員会 3回

5、 その他

全国加盟団体長会議 9/30 秋田ビューホテル
平成19年度優秀選手表彰式 11/24 新高輪プリンスホテル

１5．   諸　　会　　議　・　行　事
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（寄附行為第４条－１３）

月刊水泳369～380号 各号6500部

主要競技会要項 1,000

公認競技役員の心得 5,000

危機管理マニュアル 500

水泳プールでの重大事故を防ぐ 2,500

１6．   発　　行　　物
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(敬称略)

（ 財 ） 日 本 水 泳 連 盟 藍 綬 褒 章

常務理事 （競技団体推薦）

兵 庫 県 水 泳 連 盟 旭 日 双 光 章

名誉会長 （地方自治体推薦）

   
熊 本 県 水 泳 協 会 瑞 宝 小 綬 章

会長 （地方自治体推薦）

千 葉 県 水 泳 連 盟 銚 子 市 名 誉 市 民

会長 （地方自治体推薦）

北 海 道 水 泳 連 盟
文 部 科 学 大 臣
生涯スポーツ功労者表彰

会長 （地方自治体推薦）

   
広 島 県 水 泳 連 盟

文 部 科 学 大 臣
生涯スポーツ功労者表彰

専務理事 （地方自治体推薦）

兵 庫 県 水 泳 連 盟
文 部 科 学 大 臣
生涯スポーツ功労者表彰

顧問 （地方自治体推薦）

青 森 県 水 泳 連 盟 旭 日 中 綬 章

会長 （地方自治体推薦）

（ 財 ） 日 本 水 泳 連 盟 旭 日 小 綬 章

理事（常務理事待遇）
   

石 川 県 水 泳 協 会 瑞 宝 双 光 章

副会長 （地方自治体推薦）

三浦
み う ら

　幸一
こ う い ち （ 財 ） 日 本 水 泳 連 盟

大 阪 水 泳 協 会
参　　　与
名誉会長 平成19年4月18日 (68)歳

和田
わ だ

　馨
かおる

岡 山 県 水 泳 連 盟 会　　賓 平成19年1月23日 (91)歳

守家
も り や

　雅由
ま さ よ し

岡 山 県 水 泳 連 盟 会　　賓 平成19年3月4日 (81)歳

丸子
ま る こ

　由喜夫
ゆ き お

山 形 県 水 泳 連 盟 常任理事 平成19年3月17日 (45)歳

五島
ご し ま

　繁富
し げ と み

愛 知 水 泳 連 盟 参　　与 平成19年4月7日 (77)歳

岡田
お か だ

　順子
じ ゅ ん こ

富 山 県 水 泳 連 盟 理　　事 平成19年5月4日 (61)歳

山本
や ま も と

　　浩
ひろし

木原
き は ら

　光知子
み ち こ

馬淵
ま ぶ ち

　かの子
こ

水野
み ず の

　功明
の り か き

木下
き の し た

　綾子
あ や こ

(弔)
逝去月日（享年）

平成19年10月8日

平成19年10月8日

平成19年11月3日

平成19年11月13日

村田
む ら た

　一
い ち

典
の り 平成19年11月3日

冨田
と み た

　重次郎
じ ゅ う じ ろ う

平成19年4月29日

平成19年6月2日

平成19年10月8日

１7．慶　弔　関　係

平成19年4月29日

平成19年4月29日

(慶)

安藤
あ ん ど う

　勇
いさむ

木原
き は ら

　雄治
ゆ う じ

山中
や ま な か

　俊三
しゅんぞう
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菊野
き く の

　高雄
た か お

宮 崎 県 水 泳 連 盟 前会長 平成19年5月6日 (77)歳

小林
こ ば や し

　徳太郎
と く た ろ う

日 本 水 泳 連 盟
顧問

(元副会長) 平成19年10月13日 （76）歳

木原
き は ら

　光知子
み ち こ 日 本 水 泳 連 盟

日本マス ターズ水泳協会
理事（常務理事待遇）

理事 平成19年10月18日 (59)歳

田中
た な か

　昌
まさし

秋 田 県 水 泳 連 盟 名誉会長 平成19年7月16日 (90)歳

溝渕
み ぞ ぶ ち

　博
ひろし

香 川 県 水 泳 協 会 名誉会長 平成19年8月20日 (78)歳

脇本
わ き も と

　三雄
み つ お

神 奈 川 県 水 泳 連 盟 参与 平成19年11月7日 （76）歳

森
も り

家
や

　雄一
ゆ う い ち

NPO法人岡山県水泳連盟 会賓 平成19年12月4日 (80)歳
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